
　平
成

　年
６
月
２
日
（
月
）
に
、「
第

八
回
（
平
成
二
十
六
年
度
）
通
常

総
会
」
が
福
岡
市
の
八
仙
閣
で
開

催
さ
れ
、
来
賓
及
び
会
員
社
並
び

に
会
員
外
社
を
含
め
て
約
１
３
０

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
恒
例
に
よ
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C O N P A S(1)

落
が
多
々
生
じ
て
い
る
。
我
々

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
業
界

は
現
場
に
お
け
る
工
期
短
縮
や

経
費
削
減
に
貢
献
し
て
き
た

が
、
そ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

の
特
性
を
生
か
し
て
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
人
手
不

足
の
解
決
の
一
助
と
な
る
と
考

え
る
。
日
頃
あ
ま
り
大
き
な
声

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
Ｐ
Ｒ

を
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
う

い
う
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
の
特
性
を

最
大
限
に
大
き
な
声
で
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。

不
良
資
産
の
処
理
や
社
員
給
与

ア
ッ
プ
の
検
討
も

　市
場
調
査
委
員
会
が
作
成
し

た
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
平
成

2014

次

頁

に

つ

づ

く

➪
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９

説
明
、
あ
わ
せ
て
会
員
の
協
力

に
対
す
る
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
（
詳
細
２
面
に
掲
載
）

　

　そ
の
後
、
松
﨑
会
長
が
以
下

の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

製
品
業
界
へ
の
強
い
ア
ゲ
イ
ン

ス
ト
が
吹
き
荒
れ
た
が
、
一
昨

年
の
自
民
党
政
権
復
帰
に
よ
り

景
気
浮
揚
と
し
て
の
公
共
事
業

の
即
効
性
、
防
災
・
減
災
へ
の
観

点
か
ら
２
０
１
４
年
度
の
予
算

は
ス
ピ
ー
ド
成
立
し
た
。
公
共

２６ 第
八
回

（平
成

　年
度
）
通
常
総
会

　福
岡
市
で
開
催

２６

い
ま
企
業
体
力
を
つ
け
る
と
き

〈
会
長
挨
拶
の
要
旨
〉

り
通
常
総
会
に
先
立
っ
て
『
平
成

二
十
五
年
度
技
術
委
員
会
活
動
報

告
（
詳
細
６
面
に
掲
載
）
』
を
河

野
技
術
委
員
長
が
、
『
危
機
管
理

委
員
会
活
動
報
告
（
詳
細
７
面
に

掲
載
）
』
を
岸
川
理
事
が
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
て
報
告
し

ま
し
た
。

　続
い
て
、
下
瀬
副
会
長
が
総
会

の
開
会
を
宣
言
。
そ
の
中
で
、
プ

レ
コ
ン
管
理
士
制
度
の
立
上
げ
と

初
め
て
の
試
験
実
施
に
つ
い
て
の

　
人
手
不
足
解
消
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
次
製
品
の
特
性
ア
ピ
ー
ル
を

　こ
れ
ま
で
、
民
主
党
へ
の
政
権

交
代
や
公
共
事
業
投
資
の
大
幅
な

削
減
な
ど
、
我
々
コ
ン
ク
リ
ー
ト

バ
ブ
ル
時
代
の
轍
を
踏
ま
ず
、

会長挨拶（松﨑会長）

事
業
予
算
は
消
費
税
増

税
に
よ
る
景
気
先
折
れ

の
防
止
も
含
め
て
前
年

比
１
２
．
９
％
増
の
５

兆
９
６
０
０
億
円
と
い

う
、
た
い
へ
ん
大
き
な

数
字
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
建
設
業
界
は
高
齢

化
や
こ
れ
ま
で
の
公
共

事
業
の
削
減
で
技
能
労

働
者
が
大
幅
に
減
少
し

た
。
大
き
な
予
算
が
つ

い
て
も
入
札
不
調
・
不

C O N P A S (24)

　
　南
米
チ
リ
沖
の
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

現
象
が
今
年
は
観
測
史
上
最
大
級
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
だ
か
ら
今
年
の
夏

は
冷
夏
、
梅
雨
か
ら
夏
を
飛
び
越
え

て
秋
の
気
配
が
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
こ
の
冷
夏
は
驚
異
的

な
豪
雨
を
伴
う
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
予
測
通
り
広
島
市
で
は
甚
大
な
被

害
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
に
は
深
く
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。

　火
山
、
地
震
、
津
波
、
台
風
、
豪
雨
。

残
念
な
が
ら
日
本
列
島
は
そ
の
す
べ

て
で
世
界
有
数
の
潜
在
的
災
害
保
有

国
家
で
す
。
し
か
し
多
雨
の
お
か
げ

で
お
い
し
い
コ
メ
が
実
り
、
多
発
す

る
洪
水
の
お
か
げ
で
進
ん
だ
護
岸
技

術
が
発
達
し
て
き
た
の
も
事
実
で

す
。
マ
イ
ナ
ス
を
逆
手
に
と
っ
て
し

た
た
か
に
闘
う
根
性
が
技
術
を
磨
き

強
い
国
づ
く
り
へ
向
か
う
。
そ
ん
な

気
が
し
ま
す
。

　活
気
に
あ
ふ
れ
る
我
々
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
品
業
界
へ
。
そ
し
て
会
員

の
親
睦
が
パ
ワ
ー
に
。
こ
の
小
紙
コ

ン
パ
ス
も
し
た
た
か
に
頑
張
り
ま

す
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

編
集
後
記

※

本
文
中
の
カ
ッ
ト
は
馬
出
博
文
氏

　

（
中
津
市
在
住
）
の
作
品
で
す
。

※

住
所
変
更
な
ど
あ
る
場
合
は
、
早
め
に

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員
長
（
福
岡
）
上
田
泰
博

　記

麻生商事 ( 株 )
820-0609
福岡県嘉穂郡桂川町吉隈 430-27 0948-20-2020

大野コンクリート ( 株 )
819-0036
福岡県福岡市西区大字吉武 61-1 092-811-6677

( 株 ) 柏木興産
812-0006
福岡県福岡市博多区上牟田 1丁目 27 番 1 092-473-7858

( 株 ) 九コン
810-0062
福岡県福岡市中央区荒戸 3丁目 4番 16 号 092-741-5731

九州高圧コンクリート工業 (株 )
815-0035
福岡県福岡市南区向野 1丁目 13 番 14 号 092-554-6660

共和コンクリート工業 ( 株 ) 九州営業部
812-0025
福岡県福岡市博多区店屋町 8番 24 号 092-262-5755

小倉セメント製品工業 ( 株 )
802-0052
福岡県北九州市小倉北区霧ヶ丘 3-11-10 093-921-0136

大建コンクリート工業 ( 株 )
838-0223
福岡県朝倉郡筑前町砥上 2220 0946-42-3131

中里産業 ( 株 )
822-1405
福岡県田川郡香春町中津原 2787 0947-32-2132

長谷川トラフ ( 株 )
824-0022
福岡県行橋市大字稲童 3646 番地 1 0930-23-1779

本田工業 ( 株 )
839-1342
福岡県うきは市吉井町生葉 636 0943-75-4161

水谷建設工業 ( 株 ) 福岡県田川市大字伊加利 2193 番地 0947-44-2111

安永セメント工業 (有 )
833-0012
福岡県筑後市大字溝口 920-1 0942-53-3329

( 株 ) ヤマウ
811-1102
福岡県福岡市早良区東入部 5丁目 15-7 092-872-3301

大協コンクリート (株 )
842-0121
佐賀県神埼市神埼町志波屋 1956 0952-52-9763

不二コンクリート工業(株) 佐賀県武雄市東川登町大字永野 7552-2 0954-23-1211

馬渡商会 ( 株 ) 佐賀県武雄市朝日町大字甘久 3498-2 0954-23-4145

Ｈ．Ｏ．Ｃ( 株 )
856-0835
長崎県大村市久原 2丁目 1533-2 0957-53-2112

三和コンクリート工業(株)
863-0021
熊本県天草市港町 16-13 0969-22-5124

土佐屋コンクリート工業 ( 株 )
860-0863
熊本県熊本市中央区坪井 6丁目 38 番 15 号 096-343-3855

不二高圧コンクリート(株 )
861-4114
熊本県熊本市南区野田 1丁目 4番 72 号 096-358-8585

南九州コンクリート(株) 熊本県八代市港町 262 番地の 26 0965-37-0124

( 株 ) ヤマックス
862-0950
熊本県熊本市中央区水前寺 3丁目 9番 5号 096-381-6300

( 株 ) 和商一
868-0415
熊本県球磨郡あさぎり町免田西 3003-2 0966-45-1251

( 株 ) 池永セメント工業所
879-7761
大分県大分市大字中戸次 4763 097-597-3113

大建コンクリート (株 )
879-1313
大分県杵築市山香町速見インター工業団地 0977-44-6262

九州中川ヒューム管工業 ( 株 )
880-0211
宮崎県宮崎市佐土原町下田島 20048 0985-73-1511

インフラテック ( 株 )
890-0062
鹿児島県鹿児島市与次郎 2丁目 7番 25 号 099-252-9911

鹿児島共和コンクリート工業 ( 株 )
892-0821
鹿児島県鹿児島市名山町 1番 3号 099-225-3881

会員会社名 県 住　　所 ＴＥＬ

843-0001

866-0033

( 有 ) 太陽コンクリート工業
891-0144
鹿児島県鹿児島市光山 2丁目 1番 60 号 099-261-6911

( 株 ) 大建
891-1301
鹿児島県鹿児島市西佐多町 942 番地 1 099-295-1151

福

　
　
岡

　
　
県

佐
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長
崎
県

熊

　
　
本

　
　
県

大 

分 

県

宮
崎
県

鹿

　
児

　
島

　
県

( 株 ) 浜崎コンクリート工業
894-1508
鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 1114-69 0997-72-1179

北南コンクリート(株 )
891-3101
鹿児島県西之表市西之表 14175 番地 0997-23-1878

会員会社名 県 住　　所 ＴＥＬ

（平成 26 年 9 月 1 日　現在）

は

●九州コンクリート製品協会　会員名簿●

インターネットでも閲覧可能です！！

九州コンクリート製品協会 検索

九州コンクリート製品協会ＨＰより
Ｗｅｂ　Ｃｏｎｐａｓのサイトに移動して下さい。

843-0233

825-0001

麻生セメント ( 株 )　福岡支店
814-0001
福岡県福岡市早良区百道浜二丁目 4番 27 号 092-833-5110

( 有 ) 稲佐鉄工所
824-0043
福岡県行橋市大字流末 1138-1 0930-23-3233

宇島技研 ( 有 )
828-0022
福岡県豊前市大字宇島 522 番 20 0979-82-2811

宇部三菱セメント ( 株 ) 九州支店
810-0001
福岡県福岡市中央区天神 1丁目 12 番 20 号 092-752-6101

( 有 ) オンガ
811-4301
福岡県遠賀郡遠賀町島津 464-1 093-293-3635

住友大阪セメント ( 株 )　福岡支店 812-0011
福岡県福岡市博多区博多駅前 1丁目 2番 5号 092-441-1441

( 株 ) ダイクレ　九州支店
816-0931
福岡県福岡市博多区店屋町 5番 18 号 092-262-8765

太平洋セメント ( 株 )　九州支店
812-0018
福岡県福岡市博多区住吉 1-2-25 092-263-8455

( 株 ) チヨダマシナリー　福岡支店
816-0912
福岡県大野城市牛頸 4丁目 4-21-102 092-596-8314

( 株 ) トクヤマ　福岡支店
810-0001
福岡県福岡市中央区天神 1丁目 14 番 16 号 092-732-6677

西村工業 ( 株 )
820-1111
福岡県飯塚市勢田 2067-9 09496-6-4117

日工 ( 株 )　九州支店
816-0931
福岡県大野城市筒井 1丁目 11 番 28 号 092-574-6211

日吉化学工業 ( 株 ) 福岡県北九州市若松区藤ノ木 3丁目 2番 39 号 093-791-3233

ヒロセ ( 株 )　補強土橋梁部
812-0023
福岡県福岡市博多区奈良屋町 2番 1号 092-283-7320

福岡金網工業 ( 株 )
812-0041
福岡県福岡市博多区吉塚 1丁目 3番 11 号 092-621-3000

森山工業 ( 株 )
830-0075
福岡県久留米市大善寺町黒田 53-1 0942-27-1147

( 有 ) 大東運輸
859-1414
長崎県島原市有明町大三東丁 671-1 0957-68-1800

( 株 ) 不二宮製作所 熊本県荒尾市高浜字前 1825-50 0968-68-1318

( 株 ) 宝機材
501-0222
岐阜県瑞穂市別府 1723-1 058-327-2222

トヨタ工機 ( 株 )
183-0035
東京都府中市四谷 6丁目 12-8 0952-53-2131

( 株 ) 日栄商事
501-6236
岐阜県羽島市江吉良町江中 7-16 058-398-3611

808-0074

864-0025

富国石油 ( 株 )
410-0011
静岡県沼津市岡宮 949 番地の 8 055-921-4331

( 株 ) 技建
891-3101
沖縄県南城市大里字古堅 1246 番地 098-945-2787

賛

　
　
助

　
　
会

　
　
員

沖
縄
県

鹿
児
島
県



　
年
度
の
出
荷
は
北
部
九
州
豪

雨
災
害
復
旧
や
東
九
州
自
動
車

道
整
備
、
政
府
の
緊
急
経
済
対
策

に
加
え
、
民
需
と
し
て
の
太
陽
光

発
電
用
の
架
台
な
ど
の
活
発
な

需
要
に
支
え
ら
れ
、
前
年
度
比
で

　
％
程
度
の
増
加
見
込
で
あ
る
。

平
成
　
年
度
に
お
い
て
も
そ
の

傾
向
が
継
続
す
る
見
込
み
で
あ

る
。
良
い
時
期
は
ま
だ
続
く
と
は

思
う
が
、
こ
う
い
う
時
期
だ
か
ら

こ
そ
我
々
は
バ
ブ
ル
時
代
の
轍

を
踏
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。
可
能
な
範
囲
で

不
良
資
産
の
処
理
や
社
員
の
給

与
を
上
げ
る
な
ど
の
検
討
を
し
、

企
業
体
力
を
付
け
る
べ
き
時
期

だ
と
考
え
る
。
今
こ
そ
我
々
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
業
界
は
社
会
資

本
の
整
備
を
推
進
す
る
中
で
、
国

民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な
生
活

を
提
供
す
る
と
い
う
高
邁
な
原

点
に
立
ち
返
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
会
員
の
皆
様
に
は
、

当
業
界
の
求
め
ら
れ
て
い
る
役

割
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
当
協
会
が
会
員
の
皆
様
の
活

動
を
支
え
、
一
翼
を
担
え
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

C O N P A S (2)

　
本
総
会
前
に
行
わ
れ
た
技
術

委
員
会
活
動
報
告
で
、「
プ
レ
コ

ン
管
理
士
制
度
の
立
上
げ
と
初

め
て
の
試
験
実
施
」
が
技
術
委
員

長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
前
進

で
あ
る
任
意
団
体
設
立
か
ら
　

年
を
経
て
、
当
初
か
ら
目
標
と
し

て
き
た
『
資
格
制
度
』『
検
査
基
準

の
確
立
』
と
い
う
２
本
の
矢
に
対

し
て
、
や
っ
と
片
方
の
『
資
格
制

度
』
が
立
上
が
り
、
緒
に
就
い
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
感

謝
し
て
い
る
。
技
術
委
員
会
は
協

会
設
立
以
来
、
毎
月
１
回
の
会
議

を
開
催
し
て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
技
士
や
診
断
士
等
の
講
習
会

も
実
施
し
な
が
ら
、
プ
レ
コ
ン
管

理
士
制
度
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の

プ
レ
コ
ン
管
理
士
講
習
会
に
は

２
回
の
開
催
で
１
８
０
名
の
方

が
受
講
し
た
。
ま
た
、
プ
レ
コ
ン

管
理
士
テ
キ
ス
ト
は
既
に
会
員

各
社
の
社
内
勉
強
会
に
活
用
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
是
非

各
社
の
社
員
の
皆
さ
ん
に
今
年

度
も
多
数
の
受
講
を
い
た
だ
け

る
よ
う
、
会
社
と
し
て
働
き
か
け

を
お
願
い
し
た
い
。
そ
の
結
果
が

協
会
及
び
業
界
の
認
知
度
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て

い
る
。

会
で
、
冒
頭
に
新
副
会
長
に
任
命

さ
れ
た
中
村
副
会
長
が
挨
拶
し
、

Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
学
界
正
会
員
の

九
州
共
立
大
学
・
牧
角
教
授
が
乾

杯
の
発
声
。
通
常
総
会
か
ら
出
席

さ
れ
た
来
賓
に
加
え
、
多
数
の
参

加
者
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

○
翌
日
は
「
九
州
か
た
ま
り
会
　

第
二
十
一
回
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」
が
ザ
・
ク
イ
ー
ン
ズ
ヒ
ル
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、
本
総

会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
す
べ
て
終

了
し
ま
し
た
。

前

頁

よ

り

➪

○
会
長
挨
拶
の
後
、
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
・
岩
﨑
局
長
の
来
賓

挨
拶

○
議
案
審
議
に
う
つ
り
、
平
成
二
十

五
年
度
の
事
業
及
び
収
支
に
関
す
る

議
案
、
役
員
改
選
に
関
す
る
議
案
（
詳

細
４
面
掲
載
）
、
会
費
等
徴
収
規
程
改

訂
に
関
す
る
議
案
、
平
成
二
十
六
年

度
の
事
業
及
び
収
支
に
関
す
る
議
案

が
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

○
な
お
、
池
永
亀
一
郎
氏
の
理
事
退

任
に
伴
い
、
新
任
理
事
と
し
て
池
永

征
司
氏
（
株
式
会
社
池
永
セ
メ
ン
ト

工
業
所
　
代
表
取
締
役
社
長
）
が
総

会
で
選
任
さ
れ
、
同
氏
よ
り
就
任
に

際
し
て
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
今
年
３
月
に
初
め
て
実
施
し

た
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験
に
お
け
る

最
優
秀
成
績
者
表
彰
（
詳
細
５
面
）

で
、
第
１
回
試
験
の
最
高
得
点
者
の

浦
上
公
貴
氏
（
不
二
高
圧
コ
ン
ク

リ
ー
ト
株
式
会
社
）
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
茂
森
副
会
長
が
、
閉
会

宣
言
を
述
べ
て
通
常
総
会
が
閉
会
さ

れ
ま
し
た
。

○
総
会
終
了
後
、
国
土
交
通
省
九
州

地
方
整
備
局
総
括
防
災
調
整
官
の
下

田
孝
徳
氏
に
よ
る
「
防
災
・
減
災
の
取

組
み
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
。

（
詳
細
　
～
　
面
）

○
引
き
続
き
懇
親
会
開
催
へ
。
懇
親

１０

２６

下
瀬
副
会
長
の
開
会
宣
言
（
要
旨
）

開会宣言
（下瀬前副会長）

そ
の
他
の
主
な
報
告
事
項

受付スタッフ
来賓挨拶

（岩﨑局長）
総会司会

（松山総務企画委員）

会計監査報告
（柏木監事）

三役来賓席

プレコン管理士試験最優秀成績者表彰

九州かたまり会案内
（入江理事）

閉会宣言
（茂森副会長）

１１

１２

１３

２５

C O N P A S(23)
う
。
で
も
社
内
の
人
の
見
る
目
は
決

し
て
彼
は
凡
庸
で
は
な
い
。
技
術
的

に
も
営
業
的
に
も
難
し
い
と
思
わ
れ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
お
お
む
ね
彼

が
選
ば
れ
て
そ
の
任
に
当
っ
て
い
る

こ
と
で
そ
れ
が
分
か
る
。

　
「
能
あ
る
鷹
は
爪
を
隠
す
」
と
い
う

が
、
彼
は
わ
ざ
わ
ざ
爪
を
隠
す
よ
う

な
無
理
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
当
た
り
前
に
そ
れ
が
出
来
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
す
べ
て
が
彼
の
自

然
体
で
あ
り
、
無
理
が
な
い
の
が
い

い
。
天
性
の
性
格
に
後
に
彼
が
付
け

加
え
た
努
力
が
結
晶
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
突
出
し
て
目
立
っ
た

り
、
落
ち
こ
ぼ
れ
て
た
り
し
な
い
、
ご

く
普
通
の
会
社
員
、「
二
流
」
と
呼
ぶ

の
に
ふ
さ
わ
し
い
社
員
で
あ
る
。

　
会
社
に
と
っ
て
も
一
人
の
傑
出
し

た
人
物
が
周
り
を
引
き
ず
っ
て
い
く

よ
り
も
、
会
社
全
体
の
組
織
で
い
い

成
績
を
残
せ
た
方
が
ず
っ
と
安
定
が

い
い
。
会
社
の
創
業
時
期
と
か
新
し

い
技
術
革
新
に
挑
戦
す
る
と
き
に
は

斬
新
な
頭
脳
と
卓
越
し
た
営
業
力
の

人
材
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
平
時
の

安
定
し
た
会
社
に
は
組
織
の
パ
ワ
ー

が
最
も
頼
り
に
な
る
の
だ
と
思
う
の

で
あ
る
。

　
　
　
広
告
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
　
松
山
直
英

MOMENT 初夏の北九州市八幡の皿倉山。帆柱ケーブルで

展望台に着いたら、目の前の青い空にポッカリと

浮かんだ深紅のパラグライダー。

思わず撮った一枚です。

　　　　　　　　　　　広告ディレクター　　　松山　直英

bad,but,hey,two out three make it on the train 

and that’s not a bad a average”（残念だったね。

でもさ、３人のうち２人乗れたのだから悪い比率じゃ

ないね）と云ったら、教授は”But they came to see 

me off”（でも彼らは僕を見送りにきたんだよ）と応

えました。（ＮＨＫ遠山顕のラジオ英会話６月放送より）

　　　　　　　　　　　　　広告ディレクター　　　松山　直英

　Three absentminded professors（忘れっぽい大学

教授）が駅のホームで難しい哲学の問題を議論してい

ます。３人はあまりに熱中していたので電車が入って

きたのに気付きませんでした。ベルが鳴り終わる頃、

そのうちの２人が飛び乗ったけど、３番目の人は残さ

れてしまいました。

　それを見ていた人が彼に寄ってきて”That was too  

Humor in English

前

頁

よ

り
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C O N P A S(3)
【
総
評
】

　梅
雨
の
さ
な
か
、
今
年
も
昨
年
同

様
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
、
糸
島
市
の
ザ
・

ク
イ
ー
ン
ズ
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

第

　回
九
州
か
た
ま
り
会
懇
親
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
、

　名
の
参
加
を
得
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
前
日
に
九

州
北
部
地
方
が
梅
雨
入
り
し
ま
し
た

が
、
参
加
者
の
皆
様
の
日
頃
の
行
い

（
？
）
の
せ
い
か
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
強

い
風
が
吹
く
中
、
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
ま

で
ほ
と
ん
ど
雨
に
降
ら
れ
ず
プ
レ
イ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　　今
回
の
コ
ン
ペ
で
は
、
前
半
あ
わ

や

　直
前
で
踏
み
と
ど
ま
っ
た
濵
﨑

輝
実
氏
が
後
半
大
爆
発
。
終
わ
っ
て

み
れ
ば

　・

　の
ト
ー
タ
ル

　に

き
っ
ち
り
ま
と
め
て
優
勝
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
九
州
か

た
ま
り
会
幹
事
の
入
江
俊
介
氏
が
２

位
の
大
野
氏
、
３
位
の
馬
渡
氏
に
４

打
差
を
つ
け
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　次
回
は

　月
開
催
の
鹿
児
島
例
会

時
に

　回
目
の
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま

す
。
是
非
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
各
賞
〉

ド
ラ
コ
ン

　馬
渡
洋
三
、
今
本
裕
之
、

　大
野
雅
由
、
茂
森
拓

ニ
ア
ピ
ン

　馬
渡
洋
三
、
今
本
裕
之
、

　上
田
泰
博
②
、
大
野
雅
由
、

　茂
森
拓
、
濵
﨑
輝
実
、

　入
江
俊
介

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　入
江
俊
介

九
州
か
た
ま
り
会

第

　
回
２１

と
き

　／
平
成

　年
６
月
３
日

と
こ
ろ
／
ザ
・
ク
イ
ー
ン
ズ
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
福
岡
県
糸
島
市
）

２６

優勝 濵﨑　輝実 41 49 90 18.0 72.0

順位 氏名 out in gross HDCP Net

準優勝 大野　雅由 38 42 80 7.2 72.8

３位 馬渡　洋三 39 41 80 7.2 72.8

４位 茂森　潔 42 42 84 10.8 73.2

５位 今本　裕之 43 44 87 13.2 73.8

６位 藤島　亮介 42 41 83 8.4 74.6

７位 茂森　拓 41 42 83 8.4 74.6

８位 入江　俊介 38 38 76 1.2 74.8

９位 下瀬　裕一 50 44 94 19.2 74.8

１０位 上田　泰博 42 43 85 8.4 76.6

１１位 岸川　健太郎 46 47 93 15.6 77.4

１２位 蓑下　弘光 45 41 86 8.4 77.6

１３位 松山　隆文 55 50 105 26.4 78.6

１４位 村尾　和則 48 45 93 14.4 78.6

１５位 下瀬　博貴 46 44 90 10.8 79.2

１６位 戸村　弘文 50 46 96 16.8 79.2

第２１回九州かたまり会　成績表

１７位 武居　直人 53 45 98 18.0 80.0

１８位 野中　博 51 52 103 22.8 80.2

１９位 鏑流馬　清規 49 53 102 21.6 80.4

１８位 星原　耕作 55 51 106 25.2 80.8

ＢＢ賞 中村　健一郎 55 50 105 24.0 81.0

敢闘賞 深水　孝浩 52 54 106 24.0 82.0

２１

２２

５０

４９

４１

９０

１０

２２

参加者集合写真

主催者挨拶
（中村副会長）

優勝者スピーチ
（濵﨑輝実氏）

懇親会司会
（森総務企画委員）

乾杯の発声
（九州共立大・牧角教授）

懇親会挨拶

懇親会中締め挨拶
（上田理事）

懇親会中締め 牧角教授の発声で乾杯

親
会

懇 プレコン管理士制度の立上げ！

　人手不足解消に二次製品を！

　　不良債権の解消や

　　　社員給与のアップを！

（中村新副会長）

C O N P A S (22)

　前
号
・
コ
ン
パ
ス

　号
の
拙
稿
「
二

流
の
人
生
」
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛
の
こ
と
を
坂

口
安
吾
の
小
説
か
ら
「
二
流
の
人
」
と

書
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
私
が
出

会
っ
て
感
じ
た
「
普
通
の
二
流
の
ひ

と
」
を
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
会

社
の
中
で
い
い
成
績
を
あ
げ
た
り
、

ま
た
多
く
の
上
司
や
同
僚
、
後
輩
と

う
ま
く
や
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
ん

な
や
り
方
が
い
い
の
か
、
た
く
さ
ん

の
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

ん
な
私
の
見
方
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。　い

ま
政
府
で
検
討
し
て
い
る
「
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
ク
ゼ
ン
プ
シ
ョ

ン
」
、
つ
ま
り
労
基
法
の
規
制
に
と
ら

わ
れ
ず
労
働
時
間
に
関
係
な
く
賃
金

を
支
払
う
こ
と
の
で
き
る

　デ
キ
ル

人

　の
概
念
と
も
無
縁
の
人
で
す
。

　町
田
次
郎
君
、

　歳
、
既
婚
。
大
手

電
気
企
業
グ
ル
ー
プ
の
会
社
に
勤

務
、
仕
事
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
。
夫
婦

と
小
学
生
の
男
女
子
供
２
人
の
４
人

家
族
。
性
質
は
穏
や
か
、
会
社
の
中
で

は
上
司
や
同
僚
と
も
う
ま
く
や
っ
て

い
る
。
家
庭
で
は
良
き
父
親
、
よ
き
夫

　す
こ
し
前
の
話
で
は
あ
り
ま
す

が
、
２
０
１
２
年

　月
５
日
に
長
崎

で
開
催
さ
れ
た
「
夜
景
サ
ミ
ッ
ト
２

０
１
２
ｉ
ｎ
長
崎
」
に
お
い
て
、
香

港
、
モ
ナ
コ
に
な
ら
び
長
崎
が
世
界

を
代
表
す
る
夜
景
都
市
「
世
界
新
三

大
夜
景
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
は
「
夜
景
サ
ミ
ッ
ト
」
の
主
催
者

で
も
あ
り
、
日
本
最
大
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
誇
る
一
般
社
団
法
人
夜
景

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
会
員
「
夜
景
観
賞
士
」
３
，
５

０
０
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
交
え

た
、
厳
正
な
審
査
に
よ
る
も
の
と
の

こ
と
で
あ
り
、
長
崎
の
す
り
鉢
状
の

地
形
が
生
み
出
す
立
体
的
な
夜
景
、

稲
佐
山
・
鍋
冠
山
・
風
頭
公
園
な
ど
多

方
向
か
ら
の
俯
瞰
的
な
夜
景
の
美
し

さ
な
ど
が
、
き
わ
め
て
高
い
評
価
を

得
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
選
出
に

あ
た
っ
て
は
、
新
三
大
夜
景
の
基
準

と
し
て
設
定
さ
れ
た
項
目
が
あ
り
ま

す
。

①
対
象
と
な
る
都
市
を
象
徴
す
る
俯

　瞰
的
夜
景
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

②
観
賞
で
き
る
俯
瞰
的
夜
景
に
対
し

　て
ア
プ
ロ
ー
チ
可
能
な
複
数
の
視

　点
場
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

③
こ
れ
ら
複
数
の
視
点
場
は
対
岸
・

　対
山
等
に
分
散
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

　異
な
る
表
情
を
創
出
し
て
い
る
こ

　と
④
視
点
場
が
整
備
さ
れ
、
安
全
性
や

　バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
確
保
さ
れ
て
い

　る
こ
と

⑤
視
点
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
整
備
さ

　れ
、
充
実
し
て
い
る
こ
と

⑥
対
象
と
な
る
都
市
に
お
い
て
、
夜

　間
の
観
光
的
魅
力
を
高
め
る
演
出

　照
明
（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）
が
あ
る
こ

　と
⑦
複
数
の
視
点
場
に
お
い
て
、
夜
間

　の
観
賞
時
間
が
比
較
的
長
く
設
定

　さ
れ
て
い
る
こ
と

⑧
対
象
と
な
る
都
市
に
お
い
て
、
複

　数
の
夜
景
種
類
が
混
在
し
、
観
賞

　可
能
な
こ
と

⑨
行
政
や
地
域
団
体
、
民
間
企
業
が

　夜
景
に
対
す
る
観
光
的
取
り
組
み

　を
行
っ
て
い
る
こ
と

⑩
対
象
と
な
る
都
市
に
お
い
て
、
歴

　史
的
及
び
文
化
的
夜
間
イ
ベ
ン
ト

　が
あ
る
こ
と

⑪
国
際
的
な
観
光
へ
の
取
り
組
み
に

　積
極
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と

　以
上
、
全

　項
目
に
つ
い
て
検
証

が
行
わ
れ
、
認
定
に
至
っ
た
よ
う
で

す
。　し

か
し
「
世
界
三
大
夜
景
」
と
い
う

言
葉
は
、
も
と
も
と
日
本
国
内
で
発

案
さ
れ
た
言
葉
ら
し
く
、
さ
ら
に
そ

の
選
定
を
行
う
夜
景
サ
ミ
ッ
ト
が
長

崎
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
曖
昧

さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
認
定
後

に
は
夜
景
を
目
当
て
と
し
た
観
光
客

が
増
え
る
と
い
う
、
観
光
業
に
と
っ

て
好
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
界
に
は
夜
景
で
有
名
な
都
市

が
数
あ
る
中
、
な
ぜ
長
崎
な
の
か
と

地
元
の
人
間
で
も
感
じ
て
し
ま
う
よ

う
な
認
定
で
す
が
、
世
界
三
大
か
ど

う
か
は
抜
き
に
し
て
も
、
す
り
鉢
状

の
地
形
に
沿
う
よ
う
に
広
が
る
夜
景

の
美
し
さ
は
一
見
の
価
値
が
あ
る
と

強
く
お
勧
め
し
ま
す
。

で
あ
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
か
ら
家

の
中
の
こ
と
は
す
べ
て
妻
が
取
り
仕

切
る
。

　「
家
の
外
に
お
け
る
夫
は
常
に
正

し
く
、
中
に
お
け
る
妻
は
常
に
正
し

い
」
と
い
う
古
く
か
ら
あ
る
こ
の
国

の
家
族
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。
休
日
に
は
子
供
た
ち

と
遊
園
地
に
出
か
け
、
帰
り
に
は

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
そ
れ
も
家
計
を
預

か
る
妻
の
指
示
に
従
っ
て
彼
は
買
い

物
の
荷
物
運
び
や
ク
ル
マ
の
運
転
な

ど
を
す
る
。

　来
年
に
は
い
ま
住
ん
で
い
る
社
宅

を
出
て
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
移
り

住
む
よ
う
に
購
入
の
手
続
き
を
済
ま

せ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
低
金
利
の
会

社
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
お
世
話
に
な

る
。　日

本
国
中
ど
こ
に
で
も
あ
る
当
た

り
前
の
今
日
的
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ

る
。
だ
が
、
じ
っ
く
り
見
て
い
く
と
こ

の
カ
タ
チ
を
つ
く
り
、
維
持
し
て
い

く
た
め
の
彼
な
り
の
心
の
持
ち
方
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　ま
ず
、「
自
分
の
能
力
や
、
立
場
を

わ
き
ま
え
る
こ
と
」
、
次
に
「
組
織
や

そ
の
中
の
人
々
の
気
持
ち
を
理
解
す

る
こ
と
」
そ
こ
か
ら
「

　自
分
は
こ
う

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

　と
い
う

　自

分
流

　を
身
に
付
け
る
こ
と
」
だ
と

思
う
の
で
あ
る
。

　テ
レ
ビ
番
組
で
は
な
い
が
、
目
立

ち
た
が
り
や
さ
ん
、
出
た
が
り
や
さ

ん
が
多
い
の
は
、
い
ず
こ
も
同
じ
。
会

社
の
中
で
も
自
分
の
実
力
を
大
き
く

評
価
し
て
も
ら
い
た
い
の
は
人
間
の

性
、
気
遣
い
カ
ネ
遣
い
な
ど
無
理
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
処
世
術

で
あ
る
。
気
遣
い
を
悪
い
と
は
言
わ

な
い
が
、
も
っ
と
い
い
の
は
、「
分
を

わ
き
ま
え
た
無
理
の
な
い
行
動
」
だ

と
気
付
い
た
方
が
い
い
。

　「
嚢
中
の
錐
（
す
い
）
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
袋
の
中
に
入
れ
た
錐
（
き

り
）
や
釘
は
袋
を
突
き
破
っ
て
頭
を

外
に
出
す
よ
う
に
、
才
能
の
あ
る
人

は
そ
れ
を
隠
し
て
も
自
然
に
表
に
出

て
き
て
し
ま
う
。「
自
然
体
」
で
人
に

認
め
ら
れ
れ
ば
そ
れ
以
上
の
こ
と
は

な
い
。
し
か
し
無
理
を
し
て
い
る
と

い
つ
か
ど
こ
か
に
ひ
ず
み
が
で
き
て

し
ま
う
。
や
は
り
無
理
は
し
な
い
方

が
い
い
。
自
然
科
学
な
ら
真
実
は
一

つ
し
か
な
い
け
れ
ど
、
集
団
社
会
で

は
百
人
い
れ
ば
百
の
意
見
が
出
て
も

お
か
し
く
は
な
い
。
だ
か
ら
い
つ
ま

で
も
自
分
の
意
見
に
固
執
す
る
方
が

ど
う
か
し
て
い
る
。
気
持
ち
に
余
裕

を
持
っ
て
考
え
る
方
が
人
の
意
見
を

素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
柔
軟
な
考
え
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　さ
て
、
町
田
次
郎
君
。
彼
は
会
社
や

仕
事
の
こ
と
を
聞
か
れ
る
と
自
分
の

こ
と
を
「
僕
は
フ
ツ
ウ
で
す
」
と
云

新
・
世
界
の
三
大
夜
景

View

Ｈ
・
Ｏ
・
Ｃ
株
式
会
社

　内
田

　辰
郎

「世界新三大夜景」の認定を受けた長崎の夜景

１０

１１

二
流
の
人
生
（
２
）

Essay

若
者
は
ザ
ク
ッ
と
ひ
と
言

　
　
　
　「
僕
は
フ
ツ
ウ
で
す
」

２０
３５

次

頁

に

つ

づ

く

➪



C O N P A S (4)

日
時

　平
成

　年
６
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　時

　～

　
　時

　分

場
所

　八
仙
閣
（
福
岡
市
博
多
区
）

議
事
次
第

一

　開
会
宣
言
（
下
瀬
副
会
長
）

二

　会
長
挨
拶
（
松
﨑
会
長
）

三

　来
賓
挨
拶
（
国
土
交
通
省
九
州

　
　地
方
整
備
局
・
岩
﨑
局
長
）

四

　定
足
数
の
報
告

　正
会
員

　社
中

　社
出
席

　
　
　
　
　
　（
表
決
委
任
社
３
社
）

　学
界
正
会
員
９
名
中
１
名
出
席

　賛
助
会
員

　社
中

　社
出
席

　
　
　
　
　
　（
表
決
委
任
社
４
社
）

五

　資
料
の
確
認

六

　議
長
の
選
出

七

　議
事
録
作
成
者
お
よ
び
署
名
人

　
　の
指
名

八

　議
事

　

※

議
案
説
明
：
岸
川
理
事

　
　監
査
報
告
：
柏
木
監
事

　第
一
号
議
案

　平
成

　年
度
事
業

　
　報
告

　第
二
号
議
案

　平
成

　年
度
収
支

　
　決
算
・
監
査
報
告

　第
三
号
議
案

　役
員
変
更
の
件

　第
四
号
議
案

　会
費
等
徴
収
規
程

　
　改
訂
の
件

　第
五
号
議
案

　平
成

　年
度
事
業

　
　計
画
（
案
）

　第
六
号
議
案

　平
成

　年
度
収
支

　
　予
算
（
案
）

　第
七
号
議
案

　総
会
決
議
事
項
の

　
　委
任
に
関
す
る
件

九

　プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験
最
優
秀

　
　者
表
彰

十

　第
二
十
一
回
九
州
か
た
ま
り
会

　
　開
催
案
内

十
一
閉
会
（
茂
森
副
会
長
）

新
役
員
の
任
期

　（
自
）
平
成

　年
６
月
８
日

　（
至
）
平
成

　年
６
月
７
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　の
２
年
間

会

　長
〈
再
任
〉

　松
﨑

　秀
雄

　（
イ
ン
フ
ラ
テ
ッ
ク(

株)

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長
）

副
会
長
〈
前
理
事
〉
中
村

　健
一
郎

　（(

株)

ヤ
マ
ウ

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長
）

副
会
長
〈
再
任
〉

　茂
森

　拓

　（(

株)

ヤ
マ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長
）

理

　事
〈
前
副
会
長
〉
下
瀬

　博
貴

　（(
株)

九
コ
ン

　

　
　
　
　
　
　
　
　取
締
役
会
長
）

理

　事
〈
再
任
〉

　上
田

　泰
博

　（
小
倉
セ
メ
ン
ト
製
品
工
業(

株)

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長
）

理

　事
〈
再
任
〉

　入
江

　俊
介

　（
不
二
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業(

株)

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長
）

理

　事
〈
再
任
〉

　馬
渡

　洋
三

　（(

株)

馬
渡
商
会

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長
）

理

　事
〈
再
任
〉

　岸
川

　健
太
郎

　（
不
二
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト(

株)

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長

理

　事
〈
新
任
〉

　池
永

　征
司

　（(

株)

池
永
セ
メ
ン
ト
工
業
所

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長
）
）

２６

プ

ロ

グ

ラ

ム

特
定
非
営
利

活
動
法
人

　第
八
回
（
平
成

　年
度
）
通
常
総
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会

２６

１５

３０

１６

４５総会議案説明
（岸川理事）

３４

３１

２２

１８
２５

２５２６２６

■
役
員
改
選
と
新
役
員
体
制
の
紹
介

理

　事
〈
再
任
〉

　村
上

　博
信

　（
大
建
コ
ン
ク
リ
ー
ト(

株)

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長
）

理

　事
〈
再
任
〉

　酒
井

　久
典

　（
九
州
中
川
ヒ
ュ
ー
ム
管
工
業

　

　
　

(

株)

　
　代
表
取
締
役
社
長
）

理

　事
〈
再
任
〉

　尾
堂

　友
紀

　（
鹿
児
島
共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　工
業(

株)

　代
表
取
締
役
社
長
）

理

　事
〈
再
任
〉

　津
波
古

　義
秀

　（(

株)

技
建

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長
）

監

　事
〈
再
任
〉

　柏
木

　武
春

　（(

株)

柏
木
興
産

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長
）

監

　事
〈
再
任
〉

　錦
戸

　保
介

　（
三
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業(

株)

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長
）

①
平
成

　年
度
第
６
回
理
事
会

日
時

　平
成

　年
３
月
７
日

場
所

　八
仙
閣

内
容

 
・
危
機
管
理
委
員
会
及
び
技
術
委
員

　会
の
開
催
が
報
告
さ
れ
た

 

・
正
会
員
入
会
を
審
議
し
た

 

・
第
八
回
通
常
総
会
の
開
催
を
協
議

　し
た

 

・
今
後
の
協
会
運
営
の
重
点
項
目
を

　協
議
し
た

②
平
成

　年
度
第
１
回
理
事
会

２６２８

■
理
事
会
及
び
各
委
員
会
報
告

理

　

事

　

会

総

務

企

画

委

員

会

日
時

　平
成

　年
５
月

　日

場
所

　八
仙
閣

内
容

 

・
総
務
企
画
委
員
会
、
市
場
調
査
委

　員
会
、
技
術
委
員
会
の
開
催
が
報

　告
さ
れ
た

 

・
平
成

　年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試

　験
実
施
が
報
告
さ
れ
た

 

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
検
定
２
０
１

　４
へ
の
協
賛
を
審
議
し
た

 

・
平
成

　年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

　算
（
理
事
会
上
程
案
）を
審
議
し
た

 

・
役
員
改
選
（
案
）を
審
議
し
た

 

・
会
費
等
徴
収
規
程
改
訂
を
審
議
し

　た

 

・
平
成

　年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

　算
（
理
事
会
上
程
案
）を
審
議
し
た

 

・
第
八
回
通
常
総
会
の
開
催
概
要
を

　協
議
し
た

 

・
平
成

　年
度
第
１
回
例
会
の
開
催

　概
要
を
協
議
し
た

③
平
成

　年
度
第
２
回
理
事
会

日
時

　平
成

　年
６
月
２
日

場
所

　八
仙
閣

内
容

 

・
技
術
委
員
会
の
開
催
が
報
告
さ
れ

　た

 

・
第
八
回
通
常
総
会
の
開
催
概
要
を

　最
終
確
認
し
た

④
平
成

　年
度
第
３
回
理
事
会

日
時

　平
成

　年
８
月

　日

場
所

　八
仙
閣

内
容

 

・
広
報
委
員
会
、
市
場
調
査
委
員
会
、

　技
術
委
員
会
の
開
催
が
報
告
さ
れ

　た

 

・
役
員
改
選
に
伴
う
協
会
組
織
の
変

　更
を
審
議
し
た

 

・
広
報
委
員
会
の
欠
員
補
充
を
審
議

　し
た

 

・
協
会
型
製
品
の
開
発
・
導
入
に
つ

　い
て
検
討
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

　

　ル
ー
プ
を
設
置
す
る
こ
と
を
審
議

　し
た

 

・
平
成
２
６
年
度
第
１
回
例
会
の
開

　催
概
要
を
協
議
し
た

 

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
検
定
２
０
１  

　４
へ
の
協
力
を
実
施
す
る
こ
と
と   

　し
た

①
平
成

　年
度
第
１
回
総
務
企
画
委
員
会

日
時

　平
成

　年
４
月
７
日

場
所

　ヤ
マ
ッ
ク
ス

　会
議
室

内
容

 

・
平
成

　年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

　決
算
の
内
容
を
精
査
し
た

 

・
平
成

　年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

　予
算
の
委
員
会
提
起
内
容
を
協
議

　し
た

②
平
成

　年
度
第
２
回
総
務
企
画
委
員
会

日
時

　平
成

　年
５
月
２
日

場
所

　八
仙
閣

内
容

 

・
平
成

　年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

　決
算
の
理
事
会
上
程
内
容
を
作
成

２６

２５２６

２６

１３

２５２５２６２６２６

２６２６

２０

２６

２６

２６

２５２６

２６

２６２５

新

役

員

次

頁

に

つ

づ

く

➪

「
武
雄
温
泉
楼
門
」
と
「
４
干
支
」
に
つ
い
て

C O N P A S(21)

に
、
平
成

　年
国
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
の
楼
門
も
約
１
０
０
年
の
風
雨

に
耐
え
、
数
十
年
毎
に
塗
り
替
え
な

ど
の
修
理
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
再
び
塗
装
が
色
あ
せ
て
き
た
た

め
、
昨
年
新
た
に
塗
り
替
え
る
工
事

が
清
水
建
設
株
式
会
社
施
工
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
雨
漏
り
や
、

白
ア
リ
で
傷
ん
だ
部
分
が
見
つ
か
り

ま
し
た
の
で
修
理
さ
れ
、
さ
ら
に
耐

震
補
強
工
事
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。　工

事
は
平
成

　年
１
月
に
始
ま

り
、
古
い
塗
装
の
掻
き
落
と
し
、
袴
腰

（
楼
門
１
階
部
分
の
白
壁
）
の
漆
喰
を

約
１
０
０
年
ぶ
り
に
全
て
取
り
除
き

傷
ん
だ
木
部
の
取
替
え
・
補
修
・
３
層

で
の
塗
り
直
し
、
仕
上
げ
は
表
面
を

撥
水
処
理
等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
耐
震
補
強
工
事
に
伴
い
、
屋

根
瓦
を
一
旦
全
て
降
ろ
し
て
瓦
下
地

の
土
を
取
り
除
き
軽
量
化
を
図
り
ま

し
た
。
瓦
工
事
は
地
元
の
「
馬
渡
商

会
」
に
て
全
部
一
枚
一
枚
洗
っ
て
元

通
り
に
修
復
し
、
重
厚
な
鯱
瓦
と
輝

き
の
あ
る
屋
根
の
姿
が
よ
み
が
え
り

ま
し
た
。
塗
装
色
に
つ
い
て
も
工
事

中
に
行
わ
れ
た
調
査
で
、
塗
り
替
え

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
当
初
の
部
材
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
創
建
当

時
の
色
（
朱
色
）
に
て
復
元
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　ま
た
今
回
の
工
事
で
、
こ
の
楼
門

と
同
時
期
に
建
て
ら
れ
辰
野
博
士
が

設
計
し
た
東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
八
角

ド
ー
ム
天
井
に
あ
る
方
角
を
示
す
漆

喰
レ
リ
ー
フ
（
丑
、
寅
、
辰
、
未
、
申
、

戌
、
亥
）と
、
楼
門
２
階
の
東
西
南
北

　武
雄
温
泉
楼
門
は
大
正
４
年
（
１

９
１
５
）
４
月
に
落
成
し
た
建
物
で
、

東
京
駅
や
日
本
銀
行
本
店
を
手
掛
け

た
佐
賀
県
唐
津
市
出
身
の
建
築
家
・

辰
野
金
吾
博
士
の
設
計
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
釘
を
１
本
も
使
わ

ず
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
形
は
天

平
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
時
期
に

建
て
ら
れ
た
「
武
雄
温
泉
新
館
」と
共

各
方
向
の
四
隅
に
あ
る
天
井
板
彫
刻

（
子
、
卯
、
午
、
酉
）
を
合
わ
せ
て
十
二

支
が
ち
ょ
う
ど
揃
う
こ
と
が
判
明

し
、
全
国
的
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

国
重
要

文
化
財

修復を終えた「武雄温泉楼門」

Heritage

１７

２５

武
雄
温
泉
株
式
会
社

　総
務
課
長

　
　
　岸
川

　日
出
男

武雄温泉楼門の彫刻

卯（東）

武雄温泉楼門の彫刻

午（南）

武雄温泉楼門の彫刻

子（西）

武雄温泉楼門の彫刻

酉（北）

Ａ
＜Ｐ１９　ＫＣクイズの解答＞

Ａ１　SRC(steel reinforced concrete)

Ａ２　熱伝導率

Ａ３　鉄筋コンクリート

Ａ４　ヨーロッパの植木職人がセメント植木鉢を作る際、針金で

補強した植木鉢

Ａ５　曲げ引っ張り破壊と曲げ圧縮破壊、せん断破壊、付

着割裂破壊、疲労破壊など

Ａ６　打ち放しコンクリート

Ａ７　アルカリ骨材反応

Ａ８　出来る。欧米では 1800 年代から製造され、日本でも実

際に太平洋戦争末期・戦後に武智丸という貨物船が建造され

使用された。現在は防波堤として設置されている。

Ａ９　コンクリートの配合を均一に保つため。移動時振動が加わ

ると重たい骨材と軽い水に上下へ分離してしまうのを防ぐた

めに常に撹拌している。

Ａ１０コンクリートの方が白くトンネル内の明度を確保しやすい、

また強度が高いので補修のスパンが長くなるため。トンネル内火

災が発生した場合は、アスファルトだと一緒に燃え、有毒ガスを

発生させるが、コンクリートは燃えないため安全面でも採用され

ている。



C O N P A S(5)
　
し
た

 

・
平
成
　
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

　
予
算
の
理
事
会
上
程
内
容
を
作
成

　
し
た

 

・
第
八
回
通
常
総
会
の
開
催
運
営
を

　
協
議
し
た

③
平
成
　
年
度
第
３
回
総
務
企
画
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
６
月
２
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

 

・
第
八
回
通
常
総
会
運
営
の
直
前
確

　
認
を
し
た

①
平
成
　
年
度
第
４
回
広
報
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
３
月
７
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

 

・
協
会
広
報
誌
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
第

　
　
号
」
の
編
集
会
議
を
実
施
し
た

②
平
成
　
年
度
第
１
回
広
報
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
６
月
２
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

 

・
協
会
広
報
誌
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
第

　
　
号
」
の
役
割
分
担
会
議
を
実
施

　
し
た

③
平
成
　
年
度
第
２
回
広
報
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
８
月
　
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

 

・
協
会
広
報
誌
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
第

　
　
号
」
の
編
集
会
議
を
実
施
し
た

 

・
広
報
委
員
の
欠
員
補
充
を
理
事
会

　
に
上
程
す
る
こ
と
と
し
た

①
平
成
　
年
度
第
３
回
市
場
調
査
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
３
月
　
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

 

・
平
成
　
年
度
の
市
場
調
査
レ
ポ
ー

　
ト
作
成
内
容
を
協
議
し
た

 

・
平
成
　
年
度
の
活
動
計
画
を
協
議

　
し
た

②
平
成
　
年
度
第
１
回
市
場
調
査
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
４
月
　
日

場
所
　
博
多
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

内
容

 

・
平
成
　
年
度
の
市
場
調
査
方
法
と

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
協
議
し
た

②
平
成
　
年
度
第
２
回
市
場
調
査
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
８
月
４
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

 

・
市
場
調
査
回
収
デ
ー
タ
の
精
査
・

　
分
析
を
実
施
し
た

 

・
市
場
調
査
報
告
書
の
構
成
を
協
議

　
し
た

①
平
成
　
年
度
第
８
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日

場
所
　
博
多
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

内
容

 

・
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験
実
施
内
容

　
を
協
議
し
た

 

・
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度
の
中
長
期

　
展
望
を
協
議
し
た

 

・
今
後
の
取
組
み
課
題
を
協
議
し
た

②
平
成
　
年
度
第
９
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
２
月
　
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

 

・
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験
実
施
及
び

　
内
容
を
協
議
し
た

③
平
成
　
年
度
第
１
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
４
月
　
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

 

・
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度
の
運
営
を

　
協
議
し
た

 

・
平
成
　
年
度
の
活
動
計
画
を
協
議

　
し
た

④
平
成
　
年
度
第
２
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
５
月
　
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

 

・
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度
の
運
営
を

　
協
議
し
た

 

・
平
成
　
年
度
の
活
動
計
画
を
協
議

　
し
た

 

・
通
常
総
会
時
の
技
術
委
員
会
活
動

　
報
告
の
内
容
を
協
議
し
た

⑤
平
成
　
年
度
第
３
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
６
月
　
日

場
所
　
イ
ン
フ
ラ
テ
ッ
ク
会
議
室

内
容

 

・
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度
の
運
営
を

　
協
議
し
た

 

・
検
査
基
準
（
案
）
作
成
を
協
議
し
た

 

・
平
成
　
年
度
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議

　
の
報
告
内
容
を
協
議
し
た

⑥
平
成
　
年
度
第
４
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
７
月
　
日

　
平
成
　
年
３
月
　
日
（
金
）
、
グ
ラ

ン
メ
ッ
セ
熊
本
（
熊
本
県
益
城
町
）
に

て
平
成
　
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
個
人

資
格
認
定
試
験
は
、
当
協
会
が
任
意

団
体
と
し
て
設
立
以
来
創
設
を
目
指

し
て
き
た
『
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度
』

の
初
め
て
の
試
験
で
、
受
験
資
格
要

件
は
「
平
成
　
・
　
年
度
の
い
ず
れ
か

の
講
習
会
を
受
講
し
た
者
」
と
し
、
対

象
と
な
る
約
１
８
０
名
の
う
ち
　
名

が
受
験
し
ま
し
た
。

日
時
：
平
成
　
年
３
月
　
日
（
金
）

　
　
９
時
　
分
　
～
　
　
時
　
分

場
所
　
ヤ
マ
ッ
ク
ス
　
会
議
室

内
容

 

・
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度
の
運
営
を

　
協
議
し
た

 

・
平
成
　
年
度
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議

　
の
報
告
内
容
を
協
議
し
た

①
平
成
　
年
度
第
１
回
市
場
調
査
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
　
月
　
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

 

・
こ
れ
ま
で
の
危
機
管
理
委
員
会
設

　
置
ま
で
の
経
緯
説
明
と
現
時
点
で

　
の
各
県
・
政
令
市
へ
の
Ｐ
Ｒ
内
容

　
を
協
議
し
た

 

・
今
後
の
各
県
・
政
令
市
へ
の
対
応

　
を
協
議
し
た

場
所
：
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

　
　
　
（
熊
本
県
益
城
町
）

　
協
会
と
し
て
初
め
て
の
試
験
実
施

で
あ
り
、
問
題
の
作
成
か
ら
当
日
の

運
営
に
至
る
ま
で
、
技
術
委
員
会
で

協
議
を
重
ね
た
う
え
で
の
対
応
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
受
験
者
側
も
試
験

の
傾
向
等
に
つ
い
て
の
前
例
が
な
い

た
め
、
勉
強
の
仕
方
に
も
苦
労
さ
れ

た
か
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も
９
月

２
日
の
講
習
会
（
終
了
）
及
び
平
成
　

年
３
月
頃
（
予
定
）
の
試
験
と
い
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
制
度
運
営
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
様

の
受
講
・
受
験
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

平
成
　
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験

合
格
者
発
表

※

平
成
　
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試

験
の
合
格
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
氏
名
の
み
掲
載
：
　
音
順
）

青
柳
充
慶
／
生
森
勝
久
／
石
井
卓
／

石
崎
敦
郎
／
今
門
勝
明
／
浦
上
公
貴

／
江
嵜
忠
臣
／
押
方
哲
也
／
神
野
亮

一
／
北
村
聡
／
黒
木
健
太
郎
／
幸
野

輝
之
／
小
辻
和
幸
／
作
本
修
一
／
佐

藤
清
司
／
島
佳
奈
子
／
田
中
芳
人
／

土
谷
喜
太
郎
／
寺
岡
一
彦
／
永
井
雅

員
／
永
田
な
お
み
／
長
友
一
浩
／
長

野
勝
幸
／
野
下
正
吾
／
橋
本
洋
一
／

林
田
永
久
／
福
島
竜
彦
／
藤
津
浩
一

郎
／
渕
上
洋
光
／
前
田
智
史
／
松
尾

大
輔
／
松
本
冬
樹
／
松
本
康
資
／
室

克
典
／
山
﨑
浩
一
　
　
以
上
　
　
名

【
最
優
秀
成
績
者
】

　
浦
上
　
公
貴
氏

　
　
不
二
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱

　
　
　
　
　
　
　
品
質
保
証
課
係
長

■
受
賞
時
の
コ
メ
ン
ト
（
要
約
）

　
社
会
に
認
知
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
技
士
や
主
任
技
士
な
ど
の
資

格
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
特
化
し
た
資

格
で
あ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
全

般
を
カ
バ
ー
す
る
こ
の
プ
レ
コ
ン
管

理
士
制
度
の
創
設
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
業
界
に
と
っ
て
大
変
意
義
の

あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　
業
務
上
、
受
験
す
る
こ
と
が
必
要

だ
っ
た
が
、
試
験
内
容
が
難
し
く
、
発

表
ま
で
合
格
し
て
い
る
の
か
不
安
な

心
境
だ
っ
た
の
で
ト
ッ
プ
の
成
績

だ
っ
た
こ
と
は
驚
い
て
い
る
。

　
今
後
も
社
会
及
び
こ
の
業
界
の
一

員
と
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
を

通
し
て
社
会
貢
献
が
で
き
る
よ
う
邁

進
し
て
い
く
。

２６

２６

広

報

委

員

会

２６

２０

２５２６

２６

２１

２６

２６

２０

２１

市

場

調

査

委

員

会

２５

２６

１４

２５２６２６

２６

２６

１８

２６

２６

技

術

委

員

会

２５

２６

１７

２５

２６

２１

２６

２６

１１

２６２６

２６

２０

２６２６

２６

２３

２６２６

２６

３０

２６

危

機

管

理

委

員

会

２５

２５

１２

１２

２６

■
平
成

　年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験
実
施
報
告

２５

２５

２６

２８

５０

１２

３０

２７

２５

５０

３５

２６

２８

２５

２４

２５

８５

最優秀者表彰（浦上氏と松﨑会長）

前

頁

よ

り

➪
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留
学
生
た
ち
は
２
軒
の
家
に
下
宿

し
、
祖
国
を
旅
立
つ
決
意
の
時
を
迎

え
ま
す
。
元
治
２
年
３
月
　
日
（
１
８

６
５
年
４
月
　
日
）
、
沖
に
姿
を
見
せ

た
洋
式
機
帆
船
オ
ー
ス
タ
ラ
イ
エ
ン

号
に
乗
り
込
ん
だ
総
勢
　
名
の
薩
摩

藩
士
た
ち
は
密
航
と
い
う
か
た
ち
で

英
国
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

　
本
館
で
は
、
彼
ら
の
旅
路
や
活
躍
、

そ
し
て
生
き
ざ
ま
を
物
語
る
貴
重
な

資
料
を
公
開
し
、
未
来
を
築
く
た
め

の
心
の
糧
と
な
る
活
動
を
目
指
し
ま

す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
致
し

ま
す
。

（
い
ち
き
串
木
野
市
の
同
記
念
館

　
　
　
　
　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

　
　
　
広
報
委
員
（
鹿
児
島
）
　
尾
堂
　
友
紀

い
ち
き
串
木
野
市

羽
島
に

　
本
紙
Ｖ
ｏ
ｌ
　
及
び
　
号
で
ご
紹

介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
２
０
１
８
（
平

成
　
年
）
に
明
治
維
新
１
５
０
周
年

を
迎
え
ま
す
。
前
回
は
今
年
６
月
に

開
設
１
５
０
周
年
と
な
っ
た
「
薩
摩

開
成
所
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
そ
こ
で
学
ん
だ
若
者

　
名
が
「
薩
摩
派
遣
留
学
生
」
と
し
て

旅
立
っ
た
地
・
鹿
児
島
県
い
ち
き
串

木
野
市
羽
島
に
今
年
７
月
　
日
オ
ー

プ
ン
し
た
「
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
記

念
館
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
建
物
は
南
九
州
で
焼
か
れ
た
火
山

灰
煉
瓦
の
瀟
洒
な
赤
煉
瓦
づ
く
り
の

２
階
建
て
洋
館
で
す
。

　
７
月
　
日
付
の
南
日
本
新
聞
の
記

事
に
よ
る
と
「
　
人
の
留
学
生
ら
が

近
代
日
本
の
礎
を
築
く
た
め
に
羽
島

か
ら
旅
立
っ
て
１
４
９
年
。
式
典
に

は
国
内
外
か
ら
留
学
生
の
子
孫
や
親

せ
き
約
　
人
が
出
席
し
、
先
祖
に
思

い
を
は
せ
た
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち

も
夢
を
語
り
、
留
学
生
た
ち
の
パ
イ

オ
ニ
ア
精
神
が
引
き
継
が
れ
て
い
る

こ
と
を
証
明
し
た
。
記
念
館
は
、
鎖
国

時
代
の
幕
末
１
８
６
５
年
に
羽
島
か

ら
英
国
に
密
航
し
、
西
洋
文
明
を
学

ん
だ
　
人
の
関
連
資
料
を
展
示
す

る
。
式
典
に
は
後
に
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ブ
ド
ウ
王
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
長
澤
鼎
の
姉
の
孫
に
あ
た
る

エ
ミ
ー
・
モ
リ
さ
ん
は
米
国
か
ら
親

族
　
人
で
駆
け
つ
け
た
」
と
華
や
か

な
オ
ー
プ
ン
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
薩
摩
藩
が
選
抜
し
た
留
学
生
た
ち

は
、
世
間
の
目
を
欺
く
た
め
に
変
名

を
使
い
ま
す
。
彼
ら
は
「
近
隣
の
甑
島

や
大
島
へ
視
察
に
赴
く
よ
う
に
」
と

の
虚
偽
の
辞
令
書
を
受
け
取
り
、
鹿

児
島
城
下
を
後
に
し
ま
す
。
そ
し
て

ト
ー
マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
が
手
配
し
た

機
帆
船
が
到
着
す
る
ま
で
の
約
２
カ

月
間
を
羽
島
浦
（
現
在
の
い
ち
き
串

木
野
市
）で
過
ご
し
ま
し
た
。

「
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
記
念
館
」
オ
ー
プ
ン

１９

２０

３０
１９

２０

開
館
に
は
国
内
外
の
子
孫
ら
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
集
結

５０

１９

薩
摩
藩
英
国
留
学
生
と
は
・
・
・

２１

１９

５０

１０

２２

１７

１９

History



プレコン管理士試験結果 
受験者総数   ８５名    合格者数  ３５名    （合格率４１％） 

①用語集 ②コン
クリー
ト製品
の概要 

③製造 ④検査 ⑤耐久性 ⑥
苦
情
処
理 

⑦安
全衛
生及
び公
害防
止 

⑧
設
備
管
理 

⑨マ
ネジ
メン
ト 

　　　　　８５名が受験

C O N P A S (6)

■
技
術
委
員
会

　
活
動
報
告
（
要
約
）

　技
術
委
員
会
で
は
、
平
成

　年
度

に
以
下
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。　○

プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度
運
営
に

　
　つ
い
て

　○
技
術
講
習
会
の
開
催

　○
対
外
技
術
情
報
の
収
集

　○
検
査
基
準
（
案
）
の
検
討

　こ
こ
で
は
、
主
な
テ
ー
マ
と
し
て

「
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度
運
営
」
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

技術委員会活動報告（河野技術委員長）

２５

プレコン管理士制度運営

これまでの運営スケジュール

平成２４年度 平成２５年度

H24.5.30

プレコン管理士講習会

H25.8.22

プレコン管理士講習会

H26.3.28
プレコン管理士試験

７６名が受講 １０６名が受講 １７６名が受験資格保有

プレコン管理士試験実施

（うち６名が前年度も受講）

１）選考基準

　プレコン管理士に必要とされる主な知識は次の通り

　①コンクリートに関する用語

　②コンクリート製品の特徴・種類

　③コンクリート製品の製造（使用材料、配合設計、型枠、締固め、養生、鉄筋加工）

　④コンクリート製品の検査（品質管理業務、受入検査、中間検査、最終検査）

　⑤コンクリートの耐久性（ひび割れ要因、劣化要因、評価）

　⑥コンクリート製品の苦情処理（クレーム発生要因、補修方法）

　⑦安全衛生および公害管理（システム、法令、教育、点検、公害の種類、公害防止）

　⑧設備管理（製造設備、試験・検査設備、特殊設備、各設備管理）

　⑨マネジメント（原価計算、損益分岐点、製造原価低減）

　⑩その他（テキストに未記載であるが管理者として必要とされる基礎知識）

プレコン管理士試験結果 プレコン管理士登録フロー

プレコン管理士試験に合格すると、自動的に「プレコ
ン管理士」として登録されます。
登録者には、合格通知書発送時にプレコン管理士登録
証が発行されます。
登録証の有効期限は、発行より３年です。

H24年度講習会修了者

H25年度講習会受講申込

H25 年度試験　受験申込

H25 年度講習会受講

プレコン管理士試験

プレコン管理士登録

H25 年 8 月 22 日

H26 年 2 月 1 日～ 28 日

H26 年 3 月 28 日

合格証の交付及びプレコン管理士への自動登録

２）選考方法

　プレコン管理士試験（２時間３０分）

　①四肢択一問題

　②記述問題（経験記述）

正解者（人）

〈出題数の傾向〉
　「③製造」に関する出題が最も多く、「⑥苦情処理」「⑧設備管理」
　に関する出題が少なかった。また、一般常識を問う「該当なし」
　のものも１問出題された。
〈正解率の傾向〉
　「②コンクリート製品の概要」「⑤耐久性」「⑧設備管理」は平
　均して５０名以上が正解であったが、「⑥苦情処理」「⑦安全衛
　生及び公害防止」「⑨マネジメント」は正解率が低かった。

？

C O N P A S(19)

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
な
る

と
、
一
度
保
存
し
て
か
ら
後
で
再
度

原
稿
を
書
く
わ
け
で
す
。
こ
の
保
存

先
を
Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
ｂ
ｏ
ｘ
の
フ
ォ
ル
ダ

（
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
自
動
的
に

で
き
ま
す
）
に
保
存
し
ま
す
。
今
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
私
の
Ｐ
Ｃ
上
だ
け

に
デ
ー
タ
が
保
存
さ
れ
て
い
る
状
態

で
す
。
こ
の
Ｐ
Ｃ
を
会
社
に
持
ち
帰

り
い
つ
も
通
り
電
源
を
入
れ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
な
が
る
と
先
程
保
存
し

た
フ
ァ
イ
ル
が
自
動
的
に
Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ

ｂ
ｏ
ｘ
サ
ー
バ
ー
（
ク
ラ
ウ
ド
上
）
に

保
存
さ
れ
ま
す
。
サ
ー
バ
ー
に
ア
ッ

プ
さ
れ
た
瞬
間
に
、
自
宅
の
起
動

し
っ
ぱ
な
し
の
Ｐ
Ｃ
の
Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
ｂ

ｏ
ｘ
フ
ォ
ル
ダ
に
自
動
的
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
ふ
と
気
が
つ
い
た
と
き
に

「
ど
ん
な
こ
と
書
い
て
た
っ
け
？
」
と

思
え
ば
、
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
Ｄ
ｒ
ｏ

ｐ
ｂ
ｏ
ｘ
ア
プ
リ
を
開
い
て
簡
単
に

そ
の
フ
ァ
イ
ル
を
開
く
事
が
で
き
ま

す
。
う
ま
く
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
の
機
械
か

ら
も
同
じ
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で

き
、
ほ
ぼ
瞬
時
に
同
期
さ
れ
る
と
い

う
の
は
も
の
す
ご
く
便
利
で
す
。
個

人
の
利
用
だ
け
で
は
何
と
な
く
ぴ
ん

と
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
が
複
数
の
人
間
の
共
同
作
業
の
場

所
に
な
る
と
大
変
便
利
で
す
。
昨
年
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
役
員
を
し
た

の
で
す
が
、
デ
ー
タ
の
共
有
は
全
て

Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
ｂ
ｏ
ｘ
を
使
い
ま
し
た
。

役
員
３
名
と
事
務
局
１
名
で
使
い
ま

し
た
が
、
必
要
な
デ
ー
タ
は
全
て
Ｄ

ｒ
ｏ
ｐ
ｂ
ｏ
ｘ
に
あ
る
の
で
「
あ
の

デ
ー
タ
、
ど
こ
だ
っ
け
？
」
と
か
「
今

度
の
例
会
資
料
送
っ
て
」
と
い
う
の

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

デ
ー
タ
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
る
と

そ
の
旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
ま
す
の

で
、
あ
の
資
料
が
出
来
た
ん
だ
な
と

い
う
の
も
ス
ト
レ
ス
無
く
わ
か
り
ま

す
。　日

本
人
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
ク
ラ
ウ

ド
を
な
か
な
か
使
わ
な
い
、
と
い
う

の
は
私
に
も
当
て
は
ま
り
、
何
か

あ
っ
た
ら
め
ん
ど
く
さ
い
な
ー
、
と

ま
だ
社
内
で
の
共
通
シ
ス
テ
ム
と
し

て
は
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
個
人
で
は

す
ご
く
便
利
で
殆
ど
全
て
の
デ
ー
タ

を
Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
ｂ
ｏ
ｘ
に
て
管
理
し
て

い
る
ん
で
す
が
・
・
・
。

　個
人
で
使
っ
て
い
る
ツ
ー
ル
を
会

社
で
使
う
の
は
な
ん
と
な
く
勇
気
が

い
り
ま
す
が
、
カ
タ
ロ
グ
の
共
有
、
図

面
の
共
有
に
威
力
を
発
揮
す
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

今
年
は
勇
気
を
出
し
て
Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
ｂ

ｏ
ｘ
を
社
内
の
共
通
ツ
ー
ル
と
し
て

整
備
し
て
み
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　事
務
局
か
ら
会
報
誌
に
寄
稿
し
て

欲
し
い
と
い
う
打
診
を
受
け
、
何
を

書
こ
う
か
随
分
悩
み
ま
し
た
。
過
去

の
記
事
も
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
力
作
揃
い
で
す
ね
え
。

　私
、
池
永
セ
メ
ン
ト
工
業
所
に
入

社
す
る
前
は
、
Ｓ
ｏ‐

ｎ
ｅ
ｔ
（
ソ

ネ
ッ
ト
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
）
と
い

う
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
系
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

プ
ロ
バ
イ
ダ
で
働
い
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
関
係
も
あ
り
多
少
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
関
連
の
こ
と
に
興
味
を

持
っ
て
お
り
、
当
社
は
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
で
も
あ
り

ま
す
。

　コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
扱
っ
て
い
る
と

一
番
の
悩
み
は
デ
ー
タ
の
保
全
で
す

が
皆
様
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す

か
？

　最
近
流
行
っ
て
い
る
の
は
い

わ
ゆ
る
「
ク
ラ
ウ
ド
」
サ
ー
ビ
ス
と
い

う
も
の
の
活
用
で
す
。
有
名
ど
こ
ろ

で
は
Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
ｂ
ｏ
ｘ
、
Ｓ
ｕ
ｇ
ａ

ｒ
Ｓ
ｙ
ｎ
ｃ
、
ｉ
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
な
ど

で
し
ょ
う
か
。
私
は
料
金
の
安
さ
、
安

定
性
、
ス
ピ
ー
ド
、
汎
用
性
か
ら
Ｄ
ｒ

ｏ
ｐ
ｂ
ｏ
ｘ
を
こ
よ
な
く
愛
用
し
て

い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
大
変
便
利

で
す
。

　こ
の
記
事
は
お
昼
休
み
に
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
書
い
て
い
ま

す
が
、
あ
と
少
し
し
た
ら
会
社
に
戻

　「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド

　福
岡
・
佐

賀
２
０
１
４
年
版
」
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
は
ご
存

知
の
よ
う
に
世
界
中
の
美
味
し
い
レ

ス
ト
ラ
ン
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
本
で

す
。
こ
の
ガ
イ
ド
の
中
で
、
特
に
注
目

に
値
す
る
質
の
高
い
料
理
を
提
供
す

る
お
店
を
、
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
と

し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
星
は
１
つ

星
か
ら
３
つ
星
ま
で
。

　３
つ
星
は
、
そ
の
た
め
に
旅
行
す

る
価
値
が
あ
る
ほ
ど
の
卓
越
し
た
料

雲
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
屋

理
。
そ
の
基
準
は
、
素
材
の
質
、
調
理

技
術
の
高
さ
、
味
付
け
の
完
成
度
、
独

創
性
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
常

に
安
定
し
た
料
理
全
体
の
一
貫
性
と

の
こ
と
。（
な
ん
だ
か
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
品
質
基
準
と
似
て
い
る
よ
う
な
い

な
い
よ
う
な
？
）

　日
本
食
は
、
無
形
世
界
遺
産
に
選

ば
れ
た
世
界
一
の
す
ぐ
れ
た
料
理
で

す
。
新
鮮
な
素
材
、
ダ
シ
を
ベ
ー
ス
に

し
た
身
体
に
優
し
い
味
付
け
、
美
し

い
器
と
盛
り
付
け
、（
女
将
の
サ
ー
ビ

ス
？
）
な
ど
な
ど
。
こ
の
ガ
イ
ド
で

は
、
２
店
舗
の
み
が
３
つ
星
レ
ス
ト

ラ
ン
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
日
本
食
。
福
岡
に
あ
る

日
本
料
理
屋
さ
ん
と
お
寿
司
屋
さ
ん

で
す
。

　日
本
食
大
好
き
の
私
と
し
て
は
、

是
非
と
も
行
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
さ
て
、
奥
さ
ん
孝
行
を
か
ね

て
予
約
し
て
み
ま
す
か
。

　
　
　
　広
報
委
員
（
福
岡
）

　安
永

　大
志

Business

株
式
会
社
池
永
セ
メ
ン
ト
工
業
所

　代
表
取
締
役
社
長

　池
永
征
司

日
本
食
は
世
界
一

Dinner
＜問題＞

Ｑ１　鉄骨鉄筋コンクリート構造の略号は「ＲＣ？」「ＳＲＣ？」

「Ｓ？」「ＡＬＣ？」

Ｑ２　オートクレーブ養生した軽量気泡コンクリートパネルはコンクリート

内部に無数の気泡を有することから断熱性に優れ、（　）は普通

コンクリートの約 1/10 である。（　）の中はどれか？

　　電気伝導率、熱伝導率、熱膨張率、透水率

Ｑ３　通常、プレストレストコンクリートをＰＣ、（　）をＲＣと呼ぶ。

ただし、建築分野で特に区別する場合にはプレキャストコンクリートの

ことをＰｃａと表記されることもある。（　）の中はどれか？

　　合板、コンクリートブロック、鉄筋コンクリ－ト、釘

Ｑ４　鉄筋コンクリートの最初と言われる物は？

Ｑ５　鉄筋コンクリートは引っ張りに弱いコンクリートを補強するため

鉄筋を配したコンクリートであるが、鉄筋コンクリートの破壊メカニズム

にはどんなものがあるか？

Ｑ６　基本的に現場打ちコンクリートの上に、塗装・タイル・石張り

などの仕上げ工程を省き型枠を外した直後のむき出しのままの状

態のコンクリートをもって仕上げとする手法は？

Ｑ７　コンクリート中のナトリウム・カリウムなどのアルカリ金属イオンが、

骨材中の特別の鉱物と反応。異常膨張を起こし、ひび割れを生じ

させる現象は？

Ｑ８　コンクリート製の舟は水に浮くことができるか？

Ｑ９　コンクリートミキサー車（運搬車）が常にタンクを回している理

由は？

Ｑ１０トンネル内の道路はコンクリート製が多い。その理由は？

ちょっとむずかしい！？・・ＫＣクイズ
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　会長所管の常設委員会として活動している危機管理委員会は、これまでの関

係各署とのヒアリング等を経て今後の「防災・減災」に向けた活動を模索し
ております。これまでに報告してきた委員会の設置及び現時点での課題を抽出

し「協会として何ができるのか？」ということについて詳細を検討して
おります。

危機管理委員会活動報告（要旨）

危機管理委員会活動報告

（岸川理事）災害発生時の対応

危機管理委員会の対応について

当協会が提供できる内容

災害発生

事務局を窓口として
災害情報収集

行政からの
対応依頼

当該地域の会員社に協力要請

★災害状況を判断可能な有識者の現地派遣
★被災地近隣での土地、資機材、事務所等の提供
（最前線の対策本部設置や資機材置場等として）

★緊急復旧に使用するコンクリート製品の提供 など

※基本的には後方支援としての活動が予想されるが、そのためにも

「協会に（最低限）何ができるか？」ということを確約する覚悟が必要となる

この活動は・・・

あくまでもボランティア
としての取組みであることを
会員各社に理解いただく

会員社へのアンケート実施

★九州各県及び政令市に対するＰＲ実施に先立って、会員各社が

「行政との連携の実績があるか？」
「どのような対応が可能か？」 を調査するためのアンケートを実施。

（正会員３４社のうち２５社回答：６６％）

今後の対応

★九州各県の災害対応窓口との連携を実現するためのＰＲ活動を実施。

★地域実情に則した行政等との連携を模索。

★各社が常に災害発生に備えた意識を持ち、有事の際に則応できるよう準備体制を構築する。

建設業許可を取得し建設業の各種団
体に加入しているため、応急復旧に
必要な人員・資機材を提供している

事業所がある高台にあり、その地区が
行政と津波発生時の高台避難の連携を
取っている関係で、土地を避難時の駐
車場に提供することとしている

土木や測量関連の団体に加入してい
るため、土嚢袋の作成や、応急復旧
に必要な資機材を提供している

いずれも

コンクリート製品メーカー
としての対応ではない！！

C O N P A S (18)

　当
社
で
は
、
剥
離
剤
の
塗
布
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

制
御
の
専
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
行
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ー
ス

内
で
必
要
箇
所
に
必
要
量
の
塗
布
が
施
さ
れ
、
外
部

へ
の
飛
散
を
防
ぎ
、
剥
離
剤
の
再
利
用
を
可
能
に
し

て
い
ま
す
。

弊
社
の
取
組
み

　昨
年
５
月
、
不
二
高
圧
コ
ン
ク

リ
ー
ト
株
式
会
社

　岸
川
社
長
の
ご

紹
介
で
九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協

会
に
入
会
さ
せ
て
戴
き
、
以
降
皆
様

の
あ
た
た
か
い
ご
指
導
の
も
と
、
微

力
な
が
ら
会
の
発
展
に
寄
与
出
来
た

ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
回
寄
稿

の
機
会
を
戴
き
ま
し
た
の
で
、
簡
単

に
弊
社
の
紹
介
を
さ
せ
て
戴
き
ま

す
。　弊

社
は
大
正

　年
、
祖
父
の
長
谷

川
為
之
が
当
時
の
鉄
道
省
を
退
職

後
、
今
の
福
岡
県
行
橋
市
に
長
谷
川

電
柱
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
所
を
創
業

し
ま
し
た
。
九
州
に
鉄
道
を
建
設
す

る
と
い
う
国
家
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

始
ま
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。
戦
前
戦

後
の
激
動
の
時
代
を
経
て
、
昭
和

　

年
、
長
谷
川
ト
ラ
フ
株
式
会
社
に
社

名
変
更
し
、
父
の
善
成
が
社
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　平
成
９
年
に
、
Ｊ
Ｒ
行
橋
駅
の
整

備
事
業
に
伴
い
、
現
在
地
の
行
橋
市

稲
童
に
会
社
を
移
転
し
ま
し
た
。
平

成

　年
に
私
三
喜
が
父
か
ら
会
社
を

託
さ
れ
、
創
業
以
来
、
大
正
・
昭
和
・
平

成
の
三
時
代
に
渡
り
、
鉄
道
省
～
国

鉄
～
Ｊ
Ｒ
へ
と
移
行
す
る
中
、
鉄
道

製
品
一
筋
で
参
り
ま
し
た
。
平
成

　

年
に
、
九
州
新
幹
線
（
鹿
児
島
ル
ー

ト
）
用
の
製
品
を
受
注
し
、
最
近
で
は

北
陸
・
北
海
道
新
幹
線
用
の
製
品
も

納
入
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

　私
は
社
長
就
任
時
よ
り
、
弊
社
の

取
組
み
と
し
て
、
平
成

　年
、
高
流
動

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
に
合
わ
せ
、

製
造
ラ
イ
ン
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

化
・
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
職

場
環
境
の
改
善
と
効
率
化
を
図
っ
て

参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
保
護
を
考

え
、
平
成

　年
、
廃
水
処
理
リ
サ
イ
ク

ル
設
備
を
設
置
。
平
成

　年
、
ス
チ
ー

ム
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
の
導
入
。
こ
れ

に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
、
燃

料
消
費
量
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

平
成

　年
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
混
和
材

料
に
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
使
用
し
、
弊

社
で
製
造
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

は
、
日
本
環
境
協
会
認
定
の
エ
コ

マ
ー
ク
を
取
得
し
ま
し
た
。

　現
在
は
、
太
陽
光
発
電
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。
平
成

　年
に
宮
崎
県

Ｊ
Ｒ
都
城
駅
の
機
関
区
跡
地
に
２
メ

ガ
の
太
陽
光
発
電
所
の
建
設
を
始

め
、
今
ま
で
に
計

　メ
ガ
に
相
当
す

る
ソ
ー
ラ
ー
キ
ー
パ
ー
の
販
売
実
績

を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
平
成

　年
に
、
弊
社
工
場
の
屋
根
を
利
用

し
た
３
０
０
ｋ
ｗ
の
発
電
。
平
成

　

年
は
、
行
橋
市
で
１
０
０
ｋ
ｗ
・
築
上

郡
で
２
０
０
ｋ
ｗ
の
発
電
。
今
年
秋

の
発
電
開
始
に
向
け
、
弊
社
の
隣
接

地
に
３
０
０
ｋ
ｗ
の
発
電
所
を
建
設

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
太
陽
光

発
電
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
、
ま
た
環
境
保
護

に
適
し
た
製
品
の
製
造
な
ど
社
員
一

丸
と
な
り
、
弊
社
で
出
来
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
お
力

添
え
を
戴
き
ま
す
様
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
谷
川
ト
ラ
フ
株
式
会
社

　代
表
取
締
役

　長
谷
川

　三
喜

１２

Ｍｙ
Ｆａｃｔｏｒｙ

４６

１０

１２

１４

１６

２１

２２

２４
１０

２５

２６

活
躍
中
の
ロ
ボ
ッ
ト

型枠認識塗布ロボット

パレタイジングシステム

ハンドリングロボット

　各
種
製
品
を
識
別
し
、
製
品
別
の
パ

レ
ッ
ト
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
荷
姿
に

合
わ
せ
て
確
実
に
積
載
し
ま
す
。
大
型
製

品
（
重
量
物
）
に
も
対
応
し
、
作
業
者
の
負

荷
を
低
減
し
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
所

長谷川トラフ
　　　　太陽光発電所

（300ｋｗ）

長谷川トラフ
　下検地太陽光発電所

（100ｋｗ）

長谷川トラフ
　稲童太陽光発電所

（300ｋｗ）

長谷川トラフ
　越路太陽光発電所

（200ｋｗ）
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明
ら
か
に
、
公
共
工
事
は
橋
梁
・
ト
ン

ネ
ル
・
道
路
の
維
持
補
修
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
学
校
・
役
所
等
の
公
共
施
設

の
耐
震
補
修
工
事
に
と
向
か
っ
て
い

ま
す
。
我
々
の
業
界
も
、
そ
の
こ
と
を

踏
ま
え
た
将
来
の
戦
略
が
必
要
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
我
々
、
九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

協
会
は
、
今
後
の
公
共
工
事
の
「
二
つ

の
変
化
」
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、

製
品
協
会
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

り
、「
産
学
官
と
の
協
調
」
と
「
ノ
ウ
ハ

ウ
を
も
つ
専
門
の
維
持
メ
ン
テ
業

界
」
の
情
報
収
集
と
提
供
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
で
、
業
界
お
よ
び
会
員

の
皆
様
の
末
長
い
発
展
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
当
協
会
に

対
す
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
こ
と
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

　
初
秋
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
、
例
年
よ
り
早
い
時

期
に
大
き
な
台
風
が
本
土
に
上
陸

し
、
四
国
・
近
畿
等
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
か
な
り
暑

い
日
々
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
国

的
に
大
気
が
不
安
定
な
状
態
が
続

き
、
雨
の
日
が
多
く
、
広
島
で
は
大
き

な
災
害
も
あ
り
ま
し
た
。

　
最
近
の
災
害
は
、
人
智
を
超
え
た

レ
ベ
ル
で
発
生
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
３
年
前
の
東
北
大
震
災
も
、
何
百

年
も
前
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
「
経
験
か
ら
の
知
恵
」
は
一
部
に

は
あ
っ
た
も
の
の
、
あ
れ
程
の
災
害

は
想
定
外
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
ま
す
と
、
今
後

わ
が
国
で
は
、
今
ま
で
の
常
識
を
超

え
た
「
大
き
な
災
害
」
が
発
生
す
る
可

能
性
が
十
分
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
想
定
外
の
大
き
な
災
害
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
の

よ
う
な
我
々
独
自
の
業
界
だ
け
の
知

恵
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
経
験
だ
け
で
は
、
と

て
も
対
応
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
我
々
が
世
の
中
に
必
要
と

さ
れ
続
け
生
き
残
っ
て
い
く
に
は
、

今
ま
で
以
上
に
異
業
種
と
の
コ
ラ

ボ
・
協
調
を
活
性
化
さ
せ
、
災
害
に
対

す
る
防
災
・
減
災
の
た
め
、
今
「
何
を

行
い
」「
何
が
で
き
」
そ
の
う
え
で
、

「
社
会
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る

か
」
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
我
々
の
業
界
は
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
積
極
的
な
財
政
政

策
に
よ
り
、
総
じ
て
好
決
算
企
業
が

多
く
、
特
に
上
場
企
業
の
ほ
と
ん
ど

が
増
収
増
益
で
久
し
ぶ
り
に
活
況
を

呈
し
た
明
る
い
１
年
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
良
い
と
き
は
長
く
は
続

か
な
い
」
と
言
わ
れ
る
通
り
、
今
年
度

の
国
交
省
の
公
共
事
業
当
初
予
算
が

昨
年
度
比
０
．
３
％
増
加
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製

品
の
今
年
４
月
以
降
の
出
荷
量
は
、

昨
年
と
う
っ
て
変
わ
り
、
か
な
り
の

低
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
理

由
と
し
ま
し
て
は
、
資
材
・
労
務
費
の

高
騰
、
技
能
者
の
枯
渇
等
に
よ
る
採

算
性
の
問
題
か
ら
入
札
不
調
が
続
き

そ
の
た
め
二
次
製
品
の
需
要
が
落
ち

込
ん
で
い
る
等
、
様
々
な
見
解
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
積
算
価
格
が

上
昇
す
る
こ
と
で
二
次
製
品
の
出
荷

も
上
向
き
、
政
府
が
積
極
的
に
進
め

て
い
る
公
共
投
資
効
果
が
本
格
的
に

出
て
く
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
あ
ま
り
楽
観
的
に
考
え

て
は
い
け
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
に
思
う
の
か
懸

念
材
料
は
２
つ
で
す
。

　
ひ
と
つ
は
、
冒
頭
で
申
し
上
げ
ま

し
た
よ
う
に
、「
公
共
工
事
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
、
我
々
の
業
界
に
望
む
レ

ベ
ル
の
変
化
」
で
す
。
今
後
、
世
の
中

が
、
我
々
業
界
に
望
む
レ
ベ
ル
は
非

常
に
高
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
要
求
に
ど
れ
だ
け
対
応
で
き
る

か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今

後
、
ど
う
し
て
も
異
業
種
と
の
協
力

体
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
当
然
な
が
ら
、
一
朝

一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、「
公
共
工
事
の
内

容
の
変
化
」
で
す
。
ご
承
知
の
と
お

り
、
今
後
の
社
会
資
本
整
備
は
、
維
持

管
理
の
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
６
月
　
日
（
火
）
、
鹿
児

島
大
学
工
学
部
稲
盛
会
館
（
鹿
児
島

市
）
に
て
、
平
成
　
年
度
第
１
回
技
術

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年

通
り
、
当
協
会
の
主
催
で(

株)

鹿
児

島
Ｔ
Ｌ
Ｏ
の
協
力
を
得
て
、
７
月
　

日
に
実
施
さ
れ
た
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

診
断
士
」
の
受
験
直
前
講
習
と
し
て
、

問
題
集
を
作
成
し
た
講
師
を
招
い
て

の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
時
　
平
成
　
年
６
月
　
日
（
火
）

　
　
　
　
時
　
　
～
　
　
　
時

場
所
　
鹿
児
島
大
学
工
学
部

　
　
　
稲
盛
会
館
（
鹿
児
島
市
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
第
一
次
講
習
　
四
肢
択
一
問
題
へ

　
　
　
　
　
　
　
の
基
礎
固
め

　
　
　
　
　
　
（
講
師
：
内
藤
英
晴
）

　
第
二
次
講
習
　
記
述
式
問
題
（
一

　
　
　
　
　
　
　
般
）
へ
の
取
組
み

　
　
　
　
　
　
（
講
師
：
福
手
勤
）

　
第
三
次
講
習
　
記
述
式
問
題
（
専

　
　
　
　
　
　
　
門
）
へ
の
取
組
み

　
　
　
　
　
　
（
講
師
：
佐
野
清
史
）

参
加
者
　
協
会
会
員
社
よ
り
　
名
を

　
　
　
　
含
め
た
約
　
名

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
当
協
会
で
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
技
士
」
の
受
験
直
前
講
習

を
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

会
員
社
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
解
消
し
た

こ
と
か
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
士
に

特
化
し
た
講
習
会
の
一
定
の
役
割
を

果
た
し
た
と
技
術
委
員
会
で
は
判
断

し
、
今
年
度
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断

士
の
講
習
会
と
プ
レ
コ
ン
管
理
士
講

習
会
の
２
本
立
て
で
の
会
員
社
技
術

者
の
技
術
力
向
上
に
つ
と
め
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
技
士
を
取
得
し
た
技
術
者

が
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
診
断
士
の
資
格
取
得
の
一
助

と
な
る
よ
う
、
こ
の
講
習
会
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
多
数
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

第
１
回
技
術
講
習
会
の
講
師
紹
介

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
試
験
・
合
格

の
ポ
イ
ン
ト
２
０
１
４
」
著
者

福
手
　
勤

　
東
洋
大
学
理
工
学
部
教
授
（
工
学

博
士
、
技
術
士
（
建
築
部
門
）
、
土
木
学

会
フ
ェ
ロ
ー
上
級
技
術
者
）

内
藤
　
英
晴

　
五
洋
建
設(

株)

技
術
研
究
所
専
門

部
長
（
博
士
（
工
学
）
、
技
術
士
（
総
合

技
術
監
理
部
門
）（
建
設
部
門
）
、
土
木

学
会
フ
ェ
ロ
ー
上
級
技
術
者
）

佐
野
　
清
史

　
東
洋
建
設(

株)

土
木
事
業
本
部
土

木
技
術
部
部
長
（
博
士
（
工
学
）
、
技
術

士
（
総
合
技
術
監
理
部
門
）（
建
設
部

門
）
、
土
木
学
会
フ
ェ
ロ
ー
上
級
技
術

者
）

■
平
成

　年
度
第
一
回
技
術
講
習
会

２６

公
共
工
事
の
変
化
へ
の
対
応

特
定
非
営
利
活
動
法
人
九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会

会
　
長
　
　
松
﨑
　
秀
雄

展望

会長　　松﨑　秀雄

２５

２６

２４

２６

２７

２６

２４

１３

１８
１０

５０

員
会
助
賛

紹介コーナー
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確かな技術でトータルソリューションを提供します

ハイブリッド　コンクリート充填機　ロデオ

ロデオ

温度管理システム　　オンカン

●材料分離が少なく気泡の少ない美肌の製品ができる

●騒音の低減で場内・近隣の作業環境の改善ができる

●普通コンクリートから高流動コンクリートまで充填できる

●生コンコストの低減がはかれる

■原油が又高騰の兆し、対策はお済みですか？燃費は 40％以上節約！！

●シート養生にバツグンの効果

　　　　　　●ローコストな制御盤本体

              (on/off制御 )

　　　　　　　温度勾配パターンは、

              32ステップ・8パターン登録

              可能

　　　　　　●100Vコンセントがあればどこ

              でも使用可能

●理想的な温度制御で品質向上（角欠け減少）

●オンカン独自の温度勾配で重油代節約

確かな技術でインフラ整備と環境保全を推進
本社工場　〒345-0023 埼玉県北葛飾郡杉戸町本郷 638-1　Tel 0480-33-1211  Fax 0480-33-1223
URL http://www.CHIYODA-MACHINERY.CO.jp  E-mail  CHIYODA@CHIYODA-MACHINERY.CO.jp
●札幌　Tel 011-748-3010　　仙台　Tel 022-293-1510　　東京　Tel 0480-32-8281
　中部・近畿　Tel 077-551-4681　岡山　Tel 086-241-5580　福岡　Tel 092-506-8314

●稼働中のハイブリッド充填機　ロデオ
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品を適正な価格で採用する』というスタンスに留まっ

ているようだ。もちろん、通常と異なる環境等、使

用条件に必要性があれば、耐久性は考慮される。」

　一般に、コンクリート製品はＪＩＳ規格のものが

多く、上記の「問題のない製品」とは、発注者、製

造者側の双方とも「所定の強度を満足しさえすれば

問題ない」との考えのように思われる。しかしながら、

「強度の保証＝耐久性の保証」は、必ずしも正しいわ

けではない。平成２２年度から長崎大学では、佐々

木助教が「初期高温履歴を与えたコンクリートの耐

久性に関する研究」を行ってきており、「各種結合材

を用いた蒸気養生コンクリートの力学的特性および

水分移動特性」と題したＫｙｕＰＥＣ講習会の実績

もある。研究成果の詳細は、公表論文等を参照いた

だくとして、蒸気養生の方法やその後の養生方法を

含めた水分の供給状態が、コンクリートの性能に様々

な影響を及ぼすことがわかってきた。人は水分がな

ければ生きていけないように、コンクリートも水分

の状態によって、性能が大きく作用されるという当

たり前のことに気付かされた。上記の例からわかる

ように、「良いコンクリートはどうあるべきか」を常

に問いかけ、コンクリート工学の基本、原点に立ち

返ってみることの重要性を改めて認識した次第であ

る。

　「問題のない製品を製造できているから現状のまま

でよい」のではなく、製造者側は常に、「より良い製

品づくりをするにはどうすればよいのか」を意識し、

改善の努力を惜しまないでいただきたい。このこと

は、現場技術者にまかせておけば済む話ではなく、

経営者自らがしっかりと認識し、実行すべき事項と

考える。「より良い製品」は、「自分たちの技術の結晶」

であって、決して安くないはずである。「より良い製

品づくり」のシステムがあれば、「適正な価格」は自

然に生まれてくるものと信じている。

インフラ維持管理時代に適応した製品づくり

長崎大学大学院工学研究科
教　授　　原田　哲夫　（ＫｙｕＰＥＣ学界正会員）

　デフレ経済で国家財政が逼迫する中、医療や福祉関

連の予算は拡大する一方で、公共事業に対する社会の

偏見も重なり、公共事業費の大幅な削減が余儀なくさ

れ、とりわけインフラの維持管理予算は後回しにされ

てきた。そのような状況の中、中央道笹子トンネルの

天井板崩落事故が発生したことは記憶に新しい。事故

の報道によって、多くの国民が初めて、インフラの維

持管理の重要性を身近なこととして認識するように

なったものと思われる。維持管理の重要性を国民が認

知するには、あまりにも犠牲が大きかったと言わざる

を得ないが、国は、関係機関及び地方公共団体に対し、

インフラの維持管理に関する本格的な取り組みを促す

こととなった。

　我が国のインフラを構成する構造物は、多種多様で

あり、コンクリート構造物に限ってもその数は膨大で、

補修・補強対象となる構造物は、時間の経過とともに

確実に増え続けている。限られた予算で公共構造物を

効率良く維持管理していくには、構造物の重要度に応

じて優先順位を決め、それぞれの構造物に適した長期

的な補修計画を策定する必要がある。

　さて、上記のような状況の中、九州コンクリート製

品協会ではどのような意識をもって、日々の業務にあ

たっておられるのだろうか。あるいは今後、どのよう

な取り組みをされる予定なのか、ＫｙｕＰＥＣに所属

する一員として、高い関心をもっている。

　例えば、維持管理の前提となる「耐久性」に関して、

まずは、発注者側がどのような意識をもって発注され

ているかの実態について、コンクリート製品業界の設

計営業担当の複数名の方に尋ねたところ、おおむね次

のような回答が返ってきた。「以前に比べると、行政

機関をはじめとする発注者側には、維持管理を含めた

耐久性についての意識が浸透してきている。しかし、

実際の発注となると、機能的な付加価値は考慮される

が、耐久性については二の次となることが多いようで

ある。基本的に発注者側の考え方は、『問題のない製

員
会
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C O N P A S (10)

　
平
成
　
年
８
月
　
日
（
火
）
、
平
成

　
年
度
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
が
福
岡

市
で
開
催
さ
れ
、
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
学

界
正
会
員
、
理
事
、
技
術
委
員
の
多
数

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
各
委
員
会
か
ら
の
報

告
・
要
望
事
項
が
説
明
さ
れ
、
そ
の
後

出
席
者
全
員
で
の
質
疑
応
答
や
意
見

交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
時
　
平
成
　
年
８
月
　
日
（
水
）

　
　
　
時
　
分
　
～
　
　
時
　
分

場
所
　
八
仙
閣
（
福
岡
市
）

出
席
者
【
学
界
正
会
員
】
牧
角
教
授

（
九
州
共
立
大
学
）
、
添
田
教
授
（
福
岡

大
学
）
、
濵
田
教
授
（
九
州
大
学
）
、
伊

藤
教
授
（
佐
賀
大
学
）
、
中
澤
名
誉
教

授
（
宮
崎
大
学
）

【
協
会
理
事
・
監
事
】
松
﨑
会
長
、
岸
川

理
事
・
入
江
理
事
（
総
務
企
画
委
員

会
）
／
上
田
理
事
・
馬
渡
理
事
・
村
上

理
事
・
尾
堂
理
事
（
広
報
委
員
会
）
／

池
永
理
事
（
市
場
調
査
委
員
会
）
／
下

瀬
理
事
・
酒
井
理
事
（
技
術
委
員
会
）

【
技
術
委
員
】
河
野
委
員
長
・
山
本
副

委
員
長
・
久
野
委
員
・
松
田
委
員

議
題
（
各
委
員
会
か
ら
の
報
告
・
要
望

事
項
）

①
総
務
企
画
委
員
会

　
総
会
・
例
会
開
催
時
の
参
加
依
頼

②
広
報
委
員
会

　
広
報
誌
へ
の
寄
稿
依
頼

③
市
場
調
査
委
員
会

　
市
場
調
査
報
告
書
の
掲
載
内
容

④
技
術
委
員
会

　
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度
の
説
明

⑤
危
機
管
理
委
員
会

　
行
政
と
の
防
災
協
定
締
結
へ
の
取

組
み

【
意
見
交
換
時
の
主
な
発
言
（
抜
粋
）
】

 

・
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度
だ
け
で
な

　
く
、
そ
れ
と
同
時
に
検
査
制
度
を

　
立
ち
上
げ
て
運
営
し
て
い
か
な
い

　
と
意
味
が
な
い
。

 

・
大
学
側
と
し
て
は
地
域
会
員
社
と

　
連
携
し
た
共
同
研
究
等
を
推
進
し

　
て
い
き
た
い
。

 

・
業
界
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
る
こ

　
と
で
、
行
政
に
対
す
る
ロ
ビ
ー
活

　
動
が
可
能
と
な
る
。
組
織
率
が
低

　
い
う
ち
は
行
政
と
の
連
携
は
難
し

　
い
の
で
、
会
員
増
強
に
注
力
し
て

　
欲
し
い
。

 

・
行
政
と
の
災
害
協
定
を
締
結
す
る

　
た
め
に
は
、
会
員
全
社
の
覚
悟
が

　
必
要
と
な
る
。や
る
気
が
あ
れ
ば

　
す
ぐ
に
で
も
協
定
が
締
結
で
き
る

　
自
治
体
も
あ
る
。
一
気
に
九
州
全

　
県
で
の
締
結
を
目
指
す
の
で
は
な

　
く
、す
こ
し
ず
つ
活
動
し
て
は
ど

　
う
か
？

 

・
協
会
広
報
誌
Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
で
、

　
協
会
の
認
知
度
を
証
明
す
る
官
民

　
連
携
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
更

　
に
掘
り
下
げ
た
内
容
の
記
事
を
掲

　
載
す
べ
き
。

 

・
現
在
の
協
会
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
や
技
術
的
対
応
に
終
始
し
て

　
い
る
よ
う
に
見
え
る
。も
っ
と
利

　
益
に
直
結
し
た
活
動
を
推
進
し
て

　
は
ど
う
か
？
　
た
と
え
ば
、
新
商

　
品
を
開
発
し
て
「
協
会
型
製
品
」と

　
し
て
各
県
の
垣
根
を
取
り
壊
し
た

　
九
州
統
一
製
品
等
を
作
れ
ば
、
会

　
員
増
強
の
ツ
ー
ル
に
も
な
り
得
る

　
と
思
う
。
ま
た
、
協
会
型
製
品
を
開

　
発
す
る
場
合
の
テ
ー
マ
と
し
て

　
「
災
害
関
連
商
品
」
に
対
象
を
絞
っ

　
て
は
ど
う
か
？

　
今
後
、
こ
の
会
議
で
学
界
正
会
員

の
先
生
方
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な

ご
意
見
を
含
め
て
、
理
事
会
を
始
め

と
し
た
各
委
員
会
の
活
動
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
、
Ｋ
ｙ
ｕ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　
『
建
設
技
術
の
開
発
・
活
用
・
普
及

促
進
の
た
め
に
、
産
・
学
・
官
（
企
業
・

大
学
・
行
政
）
そ
れ
ぞ
れ
が
新
技
術
の

開
発
・
活
用
の
最
新
情
報
等
に
関
す

る
取
組
み
に
つ
い
て
情
報
を
発
信
・

交
換
し
、
技
術
情
報
の
展
示
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
形
を
と
り
な

が
ら
連
携
を
深
め
、
九
州
に
お
け
る

更
な
る
建
設
技
術
の
発
展
を
目
指

す
。
』
こ
と
を
主
題
と
し
た
「
九
州
建

設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
」
が

昨
年
度
と
同
様
に
二
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
協
会
は
、
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
実

行
委
員
会
に
参
画
し
て
お
り
ま
す
。

■
平
成
　
年
度
第
一
回
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議

２６

ＫｙｕＰＥＣ会議全景

２６

２０

２６

２６

２０

３０

１１

３０

１３

■
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
参
画
報
告

※

九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
実
行
委
員
会
名
簿

委
員
長

　
日
野
　
伸
一
（
九
州
大
学
副
学
長
）

副
委
員
長

　
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
企

画
部
長

　
福
岡
県
県
土
整
備
部
長

　
（
社
）
日
本
建
設
業
連
合
会
九
州
支

部
長

　
（
社
）
福
岡
県
建
設
業
協
会
会
長

　
（
一
社
）
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協

会
九
州
支
部
長

委
員

【
学
】

（
公
財
）
土
木
学
会
西
部
支
部
、（
公

財
）
地
盤
工
学
会
九
州
支
部
、（
一
社
）

九
州
橋
梁
・
構
造
工
学
研
究
会

【
産
】

（
一
社
）
日
本
建
設
業
連
合
会
九
州
支

部
、（
社
）
福
岡
県
建
設
業
協
会
、（
一

社
）
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
九

州
支
部
、（
一
社
）
日
本
道
路
建
設
業

協
会
九
州
支
部
、（
一
社
）
日
本
橋
梁

建
設
協
会
九
州
事
務
所
、（
一
社
）
日

本
建
設
機
械
施
工
協
会
九
州
支
部
、

（
一
社
）
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
建
設
業
協
会
九
州
支
部
、（
一

社
）
日
本
埋
立
浚
渫
協
会
九
州
支
部
、

（
一
社
）
全
国
測
量
設
計
業
協
会
連
合

会
九
州
地
区
協
議
会
、（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
九

州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会
、（
一

社
）
全
国
特
定
法
面
保
護
協
会
九
州

地
方
支
部
、（
一
社
）
九
州
地
域
づ
く

り
協
会
、（
一
社
）
九
州
地
方
計
画
協

会
、（
社
）
北
部
九
州
河
川
利
用
協
会
、

（
一
社
）
九
州
建
設
技
術
管
理
協
会

【
官
・
発
注
機
関
】

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
、
福

岡
県
、
福
岡
市
、
北
九
州
市
、（
独
）
水

資
源
機
構
筑
後
川
局
、
西
日
本
高
速

道
路
（
株
）
九
州
支
社
、
福
岡
北
九
州

高
速
道
路
公
社

次

頁

に

つ

づ

く

➪
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特定非営利活動法人九州コンクリート製品協会

組 織 図
平成26年 9月 1 日　現在

* は協会理事・監事

総 務 企 画 委 員 会 広 報 委 員 会 市 場 調 査 委 員 会 技 術 委 員 会

Ｋ ｙ ｕ Ｐ Ｅ Ｃ

(株)技建
津波古　義秀
（沖縄県）

沖縄県
担当理事

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

副会長
(株)ヤマックス
茂森　拓
（熊本県）

インフラテック(株)
松﨑　秀雄
（鹿児島県）

会　長

**

*

*

(株)柏木興産
柏木　武春
（福岡県）

監　事
三和コンクリート工業(株)

錦戸　保介
（熊本県）

**

(株)ヤマックス
茂森　潔
前　会長

顧　問
(株)ヤマウ
権藤　勇夫
前　副会長

危 機 管 理 委 員 会

不二高圧コンクリート(株)
岸川　健太郎
（熊本県）

総 務 企 画 委 員 会

不二コンクリート工業(株)
入江　俊介
（佐賀県）

中里産業(株)
中里　大作
（福岡県）

大野コンクリート(株)
大野　雅由
（福岡県）

共和コンクリート工業(株)
森　英樹
（福岡県）

大協コンクリート(株)
藤川　正治
（佐賀県）

副委員長

委員長

委　員

〃

〃

〃

*

*

インフラテック(株)
松山　隆文
（鹿児島県）

〃

市 場 調 査 委 員 会

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

(株)池永セメント工業所
池永　征司
（大分県）

本田工業(株)
本田　智
（福岡県）

(株)馬渡商会
平川　康司
（佐賀県）

三和コンクリート工業(株)
田島　陽一
（熊本県）

(株)ヤマウ
宮本　勉
（大分県）

(株)ヤマウ
木上　八市郎
（宮崎県）

鹿児島共和コンクリート工業(株)
成尾　芳浩
（鹿児島県）

担当理事

担当理事

委員長

委　員

〃

〃

〃

〃

*

*

(株)ヤマックス
木田　稔乙
（長崎県）

〃

広 報 委 員 会

(株)馬渡商会
馬渡　洋三
（佐賀県）

小倉セメント製品工業(株)
上田　泰博
（福岡県）

Ｈ．Ｏ．Ｃ(株)
鏑流馬　清規
（長崎県）

安永セメント工業(有)
安永　大志
（福岡県）

南九州コンクリート(株)
田畑　和章
（熊本県）

大建コンクリート(株)
村上　博信
（大分県）

委員長

担当理事

副委員長

委　員

〃

〃

担当理事 *

*

*

*

技 術 委 員 会

(株)ヤマックス
茂森　拓
（熊本県）

(株)九コン
下瀬　博貴
（熊本県）

九州中川ヒューム管工業(株)
酒井　久典
（宮崎県）

(株)柏木興産
柏木　武春
（福岡県）

インフラテック(株)
河野　道文
（鹿児島県）

(株)ヤマウ
山本　康雄
（福岡県）

麻生商事(株)
隈田　弘幸
（福岡県）

(株)ヤマウ
田中　圭司
（福岡県）

不二コンクリート工業(株)
山口　泰範
（佐賀県）

Ｈ．Ｏ．Ｃ(株)
内田　辰郎
（長崎県）

(株)ヤマックス
久野　俊文
（熊本県）

担当理事

担当理事

担当理事

担当理事

委員長

副委員長

委　員

〃

〃

〃

〃

*

*

*

*

(株)池永セメント工業所
高橋　数史
（大分県）

九州中川ヒューム管工業(株)
日高　聖治
（宮崎県）

〃

〃

(株)ヤマックス
松田　学
（熊本県）

〃

理 事 会

インフラテック（株）
松﨑　秀雄
（鹿児島県）

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

(株)ヤマックス
茂森　拓
（熊本県）

(株)九コン
下瀬　博貴
（福岡県）

小倉セメント製品工業(株)
上田　泰博
（福岡県）

不二コンクリート工業(株)
入江　俊介
（佐賀県）

(株)馬渡商会
馬渡　洋三
（佐賀県）

不二高圧コンクリート(株)
岸川　健太郎
（熊本県）

(株)池永セメント工業所
池永　征司
（大分県）

大建コンクリート(株)
村上　博信
（大分県）

九州中川ヒューム管工業(株)
酒井　久典
（宮崎県）

副会長

会長

副会長

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

*

*

*

*

(株)技建
津波古　義秀
（沖縄県）

〃

鹿児島共和コンクリート工業(株)
尾堂　友紀
（鹿児島県）

〃

*

*

*

*

*

*

*

*

*

Ｋ ｙ ｕ Ｐ Ｅ Ｃ

九州共立大学　教授
牧角　龍憲
（福岡県）

委　員

福岡大学　教授
添田　政司
（福岡県）

九州大学　教授
濵田　秀則
（福岡県）

佐賀大学　教授
伊藤　幸広
（佐賀県）

長崎大学　教授
原田　哲夫
（長崎県）

熊本大学　教授
村上　聖
（熊本県）

大分大学　教授
佐藤　嘉昭
（大分県）

宮崎大学　名誉教授
中澤　隆雄
（宮崎県）

鹿児島大学　教授
武若　耕司
（鹿児島県）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

危 機 管 理 委 員 会

インフラテック（株）
松﨑　秀雄
（鹿児島県）

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

(株)ヤマックス
茂森　拓
（長崎県）

(株)九コン
下瀬　博貴
（福岡県）

小倉セメント製品工業(株)
上田　泰博
（福岡県）

不二コンクリート工業(株)
入江　俊介
（佐賀県）

不二高圧コンクリート(株)
岸川　健太郎
（熊本県）

大建コンクリート(株)
村上　博信
（大分県）

九州中川ヒューム管工業(株)
酒井　久典
（宮崎県）

鹿児島共和コンクリート工業(株)
尾堂　友紀
（鹿児島県）

副委員長

委員長

副委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

【理事会及び各委員会名簿】

投 稿 歓 迎 ！！ 掲載された方には薄謝を進呈いたします

広報委員会では会員の皆様からの投稿
をお待ちしています。情報、意見、エッ
セイ、漫画など、内容は自由です。お
気軽にお送りください。なお、紙面の
都合上、原稿の一部を削除、変更した
りする場合がありますが、その時はご
了承ください。

特定非営利活動法人
九州コンクリート製品協会事務局
熊本市中央区水前寺３－９－５
(株 ) ヤマックス内
（〒８６２－０９５０）

TEL　０９６－３８１－８９９９
http://www.k-conpas.jp

送り先

鹿児島共和コンクリート工業(株)
尾堂　友紀
（鹿児島県）

〃 *

(株)技建
津波古　義秀
（沖縄県）

〃 *
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副
会
長
就
任
メ
ッ
セ
ー
ジ

中
村
　
健
一
郎

　
こ
の
度
、
６
月
の
通
常
総
会
で
は

か
ら
ず
も
大
役
で
あ
る
副
会
長
の
選

任
を
受
け
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
て
、
協
会
の
運
営
に

努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
業
界
の
取
り
組
む
テ
ー
マ
と
し

て
は
、
新
し
い
業
界
構
造
の
構
築
や

市
場
環
境
の
創
出
、
新
規
需
要
開
拓

な
ど
が
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
防

災
、
景
観
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
新

た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
事
業
に
最
大

限
活
か
す
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
一
昨
年
の

九
州
北
部
豪
雨
災
害
や
今
回
大
き
な

土
砂
災
害
を
も
た
ら
し
た
広
島
市
の

豪
雨
な
ど
、
今
後
我
々
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
業
界
が
地
域
の
防
災
、
減
災

に
果
た
す
役
割
は
益
々
大
き
く
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
業
界
が
抱
え
る
課

題
に
対
処
す
る
に
は
、
当
協
会
の
力

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
会

員
数
の
増
加
が
重
要
と
な
っ
て
参
り

ま
す
。
ま
だ
、
九
州
・
沖
縄
地
区
に
お

い
て
当
協
会
へ
入
会
さ
れ
て
い
な
い

メ
ー
カ
ー
も
数
多
く
お
ら
れ
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
「
協
会
に
何
が
望
ま
れ
て

い
る
の
か
」
と
い
う
業
界
ニ
ー
ズ
を

汲
み
取
り
、
併
せ
て
協
会
活
動
の
実

績
等
を
十
分
Ｐ
Ｒ
し
て
会
員
の
増
加

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
当
協
会
設
立
以
来

Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
学
界
正
会
員
の
先
生

方
の
助
言
等
も
受
け
な
が
ら
、「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
業
界
の
認
知
度
を
高

め
る
」
こ
と
を
目
指
し
、
業
界
技
術
者

の
技
術
力
向
上
を
目
的
と
し
て
長
年

に
わ
た
っ
て
技
術
委
員
会
で
議
論
を

尽
く
さ
れ
た
「
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制

度
」
が
一
昨
年
４
月
に
立
ち
あ
が
り
、

今
年
の
３
月
に
初
め
て
の
試
験
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
後
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
の
製
造
・
管
理
に
特
化
し
た
こ

の
資
格
制
度
を
運
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
業
界
技
術
者
の
技
術
力
を
高
め

る
な
ど
更
な
る
充
実
を
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
新
任
副
会
長
と
し
て
協

会
活
動
に
全
力
で
邁
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、「
九
州
の
建
設
技
術
に
お
け
る
産

学
官
の
連
携
」
を
目
的
に
、
最
新
の
建

設
関
連
の
技
術
情
報
の
発
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
「
技
術
開
発
・
新
技
術
活
用
」
を
掲

げ
て
開
催
致
し
ま
す
。

　
講
演
に
は
、
建
設
技
術
開
発
や
情

報
化
施
工
、
建
設
ロ
ボ
ッ
ト
分
野
の

学
識
者
２
名
を
講
師
に
迎
え
ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
１
階
に
は
維
持
管
理

技
術
等
の
実
演
ブ
ー
ス
を
設
け
る
な

ど
、
多
彩
な
内
容
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
２
０
１
４
開
催
概
要
（
予
定
）

日
時
　
平
成
　
年
　
月
　
日
（
月
）

　
　
　
　
　
～
　
　
月
　
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
二
日
間

場
所
　
福
岡
国
際
会
議
場
（
福
岡
市
）

■
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
開
催
概
要
（
告
知
）

Program
10/22[水 ]10/23[木 ]

12:30 ～【受付開始】2F ロビー

10:00 ～【開会式】3F メインホール
　13:15　実行委員長挨拶

13:15 ～【基調講演】3F メインホール
  14:05

　「建設技術開発への新たな視点」

講師　京都大学名誉教授　嘉門雅史氏

14:05 ～【技術情報の提供】
　17:10　1F ロビー／ 2F 多目的ホール
　　　　◎ブース展示
　　　　◎プレゼンテーション
　　　　◎新技術相談ほか

 9:30 ～【受付開始】2F ロビー

10:00 ～【技術情報の提供】
　16:30　1F ロビー／ 2F 多目的ホール
　　　　◎ブース展示
　　　　◎プレゼンテーション
　　　　◎新技術相談ほか

11:00 ～【基調講演】3F メインホール
  11:50

　「高まる建設ロボットへの期待」
　　～建設ロボットの現状と今後の展望～

講師　立命館大学理工学部
　　　　環境システム工学科　教授
　　　　　　　　　　建山　和由氏

技術情報の提供

ブース展示

ポスターセッション

出展技術及び新技術関連概要の配布

応募された技術を、分類ごとにブースにて展示
を行います。
※１Ｆロビーは実演が主体の展示です。

プレゼンテーション
応募された技術を、分類ごとに発表を行います。
（発表 12 分、質疑応答 3分）

【学会・発注者の情報提供】

◎土木学会　　◎地盤工学会

◎九州橋梁・構造工学研究会

◎九州地方整備局

◎九州の各県自治体

新技術相談
九州地方整備局員が、新技術に関する相談に対
応致します。お気軽にお立ち寄り下さい。
（場所は会場受付横）

主催団体や大学等の若手研究者の発表の場です。

今回応募された技術と新技術関連の技術概要を
とりまとめたＣＤ－Ｒを来場者に配布いたしま
す。

◆当協会が本フォーラムの実行委員会に参画して以来、協会会員社が毎年、技術情報の出展をしております。
出展に　あたっては、実行委員会参画団体として優遇が受けられます。出展申込をされる場合は、事務局ま
でご相談下さい。
　※今年度のフォーラム出展申込は 8月 22 日で終了しております。ご了承ください。

２６

１０１０

２２２３

■継続教育（ＣＰＤ登録）
　について

当フォーラムでは、（公社）土木学会、（一社）全国土木施工管理技士会連合会、
（一社）建設コンサルタンツ協会等のプログラム認定を受ける予定です。
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ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ活動

平成 25 年 7 月　山口・島根豪雨災害への派遣（山口市・萩市・津和野町に派遣）
平成 25 年 9 月　近畿地方豪雨災害への派遣　 （京都府綾部市に派遣）
平成 25 年 7 月　伊豆大島豪雨災害への派遣   （伊豆大島に派遣）

⑤社会資本の信頼性向上
H26 3

7

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/point/sosei_point_mn_000003.html

H27 3H25 3 6

1.06

公園：25 億円（0.9％）

営繕：15 億円
（0.6％）

都市水環境：11 億円
（0.4％）

空港：77 億円
（2.8％）

海岸：16 億円
（0.6％）

治水：773 億円
（28.5％）

道路：1,477 億円
（54.5％）

港湾：317 億円
（11.7％）

２．平成２６年度の事業概要

平成２６年度当初予算《直轄事業》 平成２６年度事業の基本方針

　平成２６年度は「国民の安全・安

心確保」及び「経済・地域の活性化」

の分野に重点を置き、国民の命と暮

らしを守る防災・減災、老朽化対策

等を進めるとともに、基幹的交通イ

ンフラ整備の推進による国際競争力

の強化、公共交通の活性化等による

地域の活性化の取組みを推進

【参考】平成２６年度

国土交通省関係予算（全国）

直轄事業：２４，４０３億円

平成２６年度の主要事業
◎河川激甚災害特別事業

　筑後川水系花月川・有田川（日田市）

　白川水系白川・黒川（熊本市・阿蘇市等）

　矢部川水系矢部川・沖端川（柳川市・みやま市）

◎主なダム事業

　立野ダム建設事業（熊本県）

　大分川ダム建設事業（大分県）

　鶴田ダム再開発事業（鹿児島県）

　本明川ダム建設事業（長崎県）

◎直轄火山砂防事業

　桜島山系直轄火山砂防事業（桜島）

　大淀川水系直轄火山砂防事業（霧島山）

　雲仙山系直轄火山砂防事業（雲仙普賢岳）

◎東九州自動車道・西九州自動車道整備
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９
月
２
日
（
火
）
、
グ
ラ

ン
メ
ッ
セ
熊
本
（
熊
本
県
益
城
町
）
で

平
成
　
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
技
術

講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
・
会
員
外

社
を
含
め
て
合
計
　
名
が
受
講
し
ま

し
た
。
こ
の
「
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制

度
」
の
講
習
会
は
今
回
で
３
年
目
の

開
催
で
、
協
会
で
発
行
し
て
い
る
「
プ

レ
コ
ン
管
理
技
術
者
用
テ
キ
ス
ト

（
第
２
版
）
」
に
沿
っ
て
各
章
担
当
の

技
術
委
員
が
内
容
を
説
明
し
ま
し

た
。

日
時
　
平
成
　
年
９
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　
時
　
分
　
～
　
　
時

場
所
　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

　
　
　
（
熊
本
県
益
城
町
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

○
開
会
及
び
本
講
習
会
の
趣
旨
説
明

○
講
習

　
講
習
Ⅰ
　
第
３
章
「
製
造
」

　
講
習
Ⅱ
　
第
４
章
「
検
査
」

　
講
習
Ⅲ
　
第
５
章
「
耐
久
性
」

　
　
　
　
　
第
６
章
「
苦
情
処
理
」

　
講
習
Ⅳ
　
第
７
章
「
安
全
衛
生
及

　
　
　
　
　
び
公
害
防
止
」

　
　
　
　
　
第
８
章
「
設
備
管
理
」

　
講
習
Ⅴ
　
第
９
章
「
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
　
　
　
　
ト
」

○
講
演

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
連
の
Ｊ
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Ｓ
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て
」
　

　
麻
生
セ
メ
ン
ト
（
株
）
前
田
禎
夫
氏

プレコン管理士講習会　会場全景基調講演講師（前田禎夫氏）

講習Ⅰ　講師
（松田技術委員）

講習Ⅱ　講師
（山口技術委員）

講習Ⅲ　講師
（山本技術副委員長）

講習Ⅳ　講師
（隈田技術委員）

講習Ⅴ　講師
（久野技術委員）

２６
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７４

２６

１０

３０

１７

２６
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■第八回（平成２６年度）通常総会時の基調講演（抜粋）

防災・減災の取組みについて
国土交通省九州地方整備局

総括防災調整官　下田　孝徳氏

１．九州の安全・安心のために

①九州における災害リスク

地域別台風上陸回数（1991 ～ 2012）

1 時間降水量 50mm 以上の年間発生回数（180 地点あたり）

九州地方の火山活動レベル

九州管内の災害発生リスクは『勢力の強い台風上陸』

『近年の大雨の発生』『活発な活動が続く火山活動』

など、様々な要因が顕在化している。

②気候変動による影響

■世界における気温・海面の上昇→今世紀末（2100 年）までの世界平均地上気温の変化予測は 0.3 ～ 4.8℃

　　　　である可能性が高い。また、世界平均海面水位の上昇予測は 0.26 ～ 0.82ｍである可能性が高い。

■日本における将来予測→年平均気温は全国的に 2.5 ～ 3.5℃の上昇が予想され、大雨や短時間強雨の発生

　　　　頻度が全国的に増加する。また、日本近海の海面水温は長期的に上昇する見込み。

■外力の増大と国土・社会への影響→今世紀末（2100 年）までに日降水量が 100ｍｍ以上となる豪雨日数は、

　　　　現在の年 3回程度から、最大 10 回程度に増加の予測。河川の基本高水を超える洪水の発生頻度が

　　　　現在の 4.4 倍に増加するおそれあり。また、1ｍ海面が上昇すると、砂浜は 100ｍ後退することから、

　　　　我が国の砂浜の約 90％が浸食されるおそれあり。

③南海トラフ巨大地震への対応

■南海トラフでは 100 年から 150 年程度の周期でＭ8クラスの海溝型地震が発生しており、東海、東南海、南海地震の
　三つの震源域が同時または、一定の時間差をもって動くことによる地震が過去発生。
■東海地震の領域は発生から 159 年経っており、また、東南海・南海地震については前回地震から 60 年余りが経過し
　ていることから、今世紀前半にもこの地域での地震の発生が懸念。

南海トラフ巨大地震により想定される被害

南海トラフ巨大地震の九州での被害想定

※当日の講演データが必要な場合は、事務局までお知らせください。

基調講演講師

下田総括防災調整官
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■国土交通省　南海トラフ巨大地震対策・首都直下巨大地震対策本部会議（国土交通省）

　○国家的な危機でもある南海トラフ巨大地震の発生に備えるべく、国土交通省として、広域的見地や現地の現実感を
　　重視しながら、省の総力を挙げて取り組むべきリアリティのある対策を中間とりまとめ。

　　＜応急活動計画＞

　　地震発生時からの時間軸を念頭に置き、地震発生直後から概ね 7日～ 10 日目までの間を中心に、省として緊急的
　　に実施すべき主要な応急活動とあらかじめ平時から準備しておく事項。（例：陸海空の早期啓開、緊急排水／全国からの

　　ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ派遣／避難者に必要な物資の広域輸送／列車や航空機等の安全確保）

　　＜戦略的に推進する対策＞

　　地震による揺れ・津波等による甚大な人的・物的被害を軽減するため、省として取り組むべき中長期的な視点も
　　踏まえた予防的な対策。（例：住宅、建築物、宅地の耐震化等／津波浸水を軽減させる河川管理施設の整備等／津波防災性や

　　信頼性の高い緊急輸送等の交通基盤の整備）

③南海トラフ巨大地震への対応

■国土交通省　南海トラフ巨大地震対策　九州ブロック地域対策会議

　九州ブロック地域対策計画【第 1版】（H26.4.1 公表）

　　◎九州における地域特性や深刻な事態を想定して、九州ブロックの地域
　　　対策計画【第 1版】を策定。
　　◎巨大津波が到達する 20 分間程度で、迅速な避難ができる施策を推進し、
　　　人命を守る。
　　◎甚大な被災が想定される九州東側沿岸部へ、比較的影響が小さいと想定
　　　される九州西側等から迅速な支援活動を実施。

【策定主体：九州ブロック地域対策会議】
　国土交通省九州地方整備局
　国土交通省九州運輸局
　国土交通省大阪航空局
　海上保安庁第七管区海上保安本部
　海上保安庁第十管区海上保安本部
　気象庁福岡管区気象台
　国土交通省国土地理院九州地方測量部
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宇佐市等 国東市

杵築市等

別府市

大分市

臼杵市

津久見市

佐伯市

延岡市

日向市等

高鍋町等

宮崎市

日南市

串間市

志布志市等

ステップ１

ステップ２

九州東岸の浸水被害が

想定される箇所

南海トラフ巨大地震が発生した場合に想定される深刻な事態 地震・津波発災後からのオペレーション（案）の検討

■九州の被害特性
　①宮崎県では震度 7の地震が宮崎市等で発生し、低層住宅を中心に家屋倒壊。
　②5ｍ以上の津波が 20 分から 30 分程度で到達する等、沿岸部の広域なエリ
　　アが浸水し津波による死者が 5万人を超える。
　③大分県では南部のリアス式海岸の湾奥部にあたる臼杵市・津久見市・佐伯
　　市で行政機関も含めた市街部での浸水。
　④南北に走る東軸の幹線（JR 日豊本線、JR 日南線、国道 10 号・220 号等）は、
　　海岸線の低い位置に集中しており、約 70 カ所もの孤立集落が点在して発
　　生。
　⑤大分市・延岡市・日向市野工業地帯で浸水し、サプライチェーンの分断に
　　よる経済・産業活動への影響が大きい。
■対策計画コンセプト
　Ⅰ．巨大津波が到着する 20 分程度で、迅速な避難ができる施策を実施し
　　　人命を守る。
　Ⅱ．九州経済・人材・資機材の 5割が集中する福岡・北九州・熊本都市圏
　　　から分散点在する被災地への迅速な支援

「地震・津波発災後からのオペレーション（案）」の検討

・発災直後より優先して啓開を行う主要な道路「啓開重点路線」を設定
　
　各道路管理者は発災後、調査、啓開に努める。
　　【九州中央部の縦軸】
　　九州縦貫自動車道　等
　　【九州東岸へ向かう横軸】
　　九州横断自動車道、国道 57 号・218 号・222 号等

・今後、啓開訓練の実施及び検証を行い、本オペレーション（案）へ反映
　（PDCA）し、発災後における迅速かつ的確な啓開活動の確立に向けた検
　討を重ねていく。

④地域防災力の向上（安全・安心の確保）

■命を守る（市町村との協定）

　大規模災害時において、国・県・市町村間で応援に関する協定をあらかじめ締結し、災害に備える。

　【応援に関する内容】次の事項に係る資機材や職員の応援に関するもの
　　①施設の被害状況の確認　②情報連絡網の構築　③現地情報連絡員（リエゾン）の派遣　④災害応急措置

■これまでの自治体支援とＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ活動

自治体支援

平成 24 年 7 月　九州北部豪雨災害での自治体支援
・被災当日の 7/3 ～ 8/10 までの間、TEC-FORCE222 名（述べ 781 人・日）を派遣。要請を受けた自治体及び直轄の被災個所  
 で被災状況の調査・分析、復旧に向けた技術支援・排水作業等を実施。
・被災当日の 7/3 ～ 7/27 までの間、福岡・熊本・大分の 3県と、その 18 市町村に整備局員を現地情報連絡班（リエゾン）
 として派遣。
・自治体の要請を受け、画像送信機器（衛星通信車）・排水ポンプを派遣
平成 26 年　熊本県内における鳥インフルエンザへの対応
・熊本県球磨郡多良木町の農場から「H5」型の鳥インフルエンザ検出。発生当日から熊本県、多良木町、相良村、宮崎県、
 鹿児島県にリエゾン派遣。照明車・散水車や災害対策機械の支援を実施。
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